


[image: ]










政略結婚２




～金髪の姫将軍は元帥の夫と勝利を手にする～









［著］羽鳥紘

［イラスト］森川いく














　もくじ





第一章　ぎこちない二人

第二章　ハネムーン旅行？

第三章　くせ者策士フェイ

第四章　天才策士の救国の策

第五章　獅子たちの決戦




















第一章　ぎこちない二人












　岩陰に隠れて、わたしはじっと息を潜め、己の気配を断っていた。呼吸音すらも煩わしいほどの静寂。その空気が、微かに揺れるのを決して逃さない。

　いる。

　その気配を感じて、音を立てぬよう細心の注意を払いながら、そっと岩陰から顔を出し、ターゲットの姿をしかと両目に焼きつける。そっと手を伸ばし、携帯していた弓を手に取り、矢をつがえる。その瞬間――

　相手の頭がピクリと動いた。まずい。気づかれた。

　たちまちのうちに、ターゲットが踵を返し、走り出す。これ以上近づけば悟られるだろうと思い、もともとこちらとの距離はかなり開いている――結局気づかれてしまったわけだが――このままでは追いつけないのは明白だ。

　しかし、絶対に逃すわけにはいかない。

「来い、ブラーヴ！」

　とっさに叫んだわたしの声に応え、いななきと共に、さらに離れた茂みからブラーヴがその体を躍らせる。まばたきする間にわたしの傍に来たブラーヴにひらりと飛び乗ると、わたしは再び馬上で弓を構え、矢をつがえた。しかし、放たれた矢は命中することなくターゲットの足元に突き刺さる。その後も何度か繰り返すものの、狙いはどんどん外れていく。

　けっして弓矢の扱いに自信がないわけではない。自分と相手が制止した状態のときなら百発百中射抜いてみせるが、それとはまるで勝手が違う。最初に気づかれた時点でもう無理だった。だけど、まだだ。まだ諦めない。

「……ブラーヴ、頼む！」

　弓を仕舞い、わたしはそう叫んでブラーヴの背から飛び降りる。そのとたん、彼女は待ってましたとばかりにぐん、とスピードを上げた。今までは、矢を射るため敢えて一定の距離を保っていただけだ。加えて背に乗っていたわたしも消え、自由を得た彼女がターゲットに追いつくのはすぐだった。回り込まれて、慌てて獲物が方向を変える。ブラーヴに追い立てられて、わたしの横を走り抜けようとする獲物めがけて――わたしは腰の剣を抜き放ち、一刀のもとにその体を斬り倒す。

　たしかな手ごたえと、ずん、とその体が地面に倒れる音を聴いて、わたしはぱっと華やいだ声をあげた。

「やったぞブラーヴ！」

　愛馬に駆け寄り「よくやった」と声をかけて首筋を撫でる。甘えるように鼻を寄せてくる彼女と勝利の余韻に浸っていると、やがて背後から呆れたような声が上がる。

「無茶なことをする。狩りの勝負だという話ではなかったか」

「ええ、ですが武器の規定はなかったはずです。剣で狩ってはいけないとは聞いていません」

　しゃあしゃあと述べるわたしに、呆れた声を上げた相手は苦笑を浮かべた。だが地面に倒れている大きな牡鹿を見て、すぐにその笑みから苦味は消えた。

「これは大物だ。どうやら貴女の勝ちのようだな」

　そう言う彼――わたしの夫、ベルトルドに、わたしも同じく満面の笑みを返した。






　わたしはレオーネ。

　精鋭の騎士団で知られる、剣の王国アルデーリア王家の長女として生まれたものの、幼い頃から華やかなドレスにも煌めく宝石にも興味はなかった。そんなわたしは生涯を剣に捧げて生きていくものだと思っていたが、なんの因果か、それまで争い合っていた元敵国に嫁ぐことになったのが一年と少し前のこと。

　そこに至るまでも、それからも紆余曲折あったのだが、今わたしは思いがけず幸せな日々を送っている。それは間違いないのだが、目下のところ悩みが一つ。

　午前中、大物を仕留めて満足していたわたしだが、午後もまた獲物と向き合うことになっていた。今度の獲物は動かない。しかし午前中のそれよりもずっと強敵だ。

　でも大丈夫。時間は短くとも、やれるだけのことはやってきた。

　……はずだったのだが。

「痛っ！」

　鋭い痛みに顔をしかめる。改めて、強敵を睨みつける。それは、まだ半分も皮の剥けていない芋だった。

「大丈夫ですか、レオーネ様!?」

　向かい側で同じく芋を剥いていた少女が、持っていた芋とナイフを放り出してわたしの手を取ろうとするので、慌てて手を引く。

「そんなに慌てなくて大丈夫です、カーラ。かすり傷なので」

　彼女――カーラは、わたしの侍女だ。たまにこうして彼女と一緒に芋剥きの手伝いをしているのだが、一向に上達しない。傷よりも心が痛い。この上カーラの邪魔までするのは忍びないので手を後ろに回して隠したのだが、彼女はキッと眉を吊り上げ、わたしに詰め寄ってきた。

「駄目です。早く手を出して下さい」

「は、はい……」

　有無を言わさぬ口調で言われ、おずおずと左手を差し出す。

　カーラは使用人の中で一番歳が若く、普段は人見知りで静かな少女なのだが、なかなかどうして頑固で芯の強い子だ。もっとも、そうでなければ私の侍女に名乗りを上げたりしなかっただろうが。

　わたしがここゼルジオスに嫁いできたばかりの頃は、わたしを歓迎する者は誰もいなかった。それもそのはずで、わたしは長年ゼルジオスと戦をしてきたアルデーリア王国の王女、つまり敵国の人間だったからだ。

　大いなる魔法の力で栄えていたゼルジオスは、しかしたった一夜にして滅んでしまった。禁呪による魔力の暴走により、国王と王妃、禁呪の力を得るため王都に集っていた貴族、騎士団ごと王都は跡形もなく吹き飛び、王都があった国の北側一帯を草も生えぬ荒地へと変えてしまったのだ。

　その日王都を離れていたために難を逃れたゼルジオスの将軍ベルトルドは、生き残った幼い王太子を擁立して元帥となり、再興のための後ろ盾としてわたしとの縁談を求めた。

　わたしにとっては突然降って湧いた敵国との縁談話だったが、父上に命じられ、ベルトルドの監視とゼルジオスの魔法の力を我が国の益とすべく、ここにやってきたというわけだ。

　みながわたしを敵国の将軍として避ける中、カーラだけはわたしの世話係を申し出てくれた。それはわたしのためではなく、彼女にとって恩人であるベルトルドのためではあるのだが、それでもカーラにはとても感謝している。

「不思議です。レオーネ様はあんなに剣がお上手なのに、包丁は苦手だなんて。包丁の方がずっと小さいのに」

「小さければ楽に扱えるというわけではないのですよ」

　気まずさに目を背けながら、つい言い訳をする。

「剣技と料理はまったく別の技能なのです。とはいえ、未だに芋の一つも満足に剥けないとは思いませんでしたが……」

「……ふふっ」

　自らの不甲斐なさに落ち込んでいると、ふいにカーラが笑い声を上げた。

「あっ、すみません。なんだか、しょんぼりしているレオーネ様が可愛らしくて」

「可愛らしい……？」

「きっとベルトルド様も、レオーネ様のそういう可愛らしい一面に惹かれたのですね」

　そう言われてもピンと来ない。カーラのことは常日頃可愛らしくて癒されると思うが、芋も剥けずしょげかえる姿の何が可愛いのかわたしにはとんとわからない。

「はい、終わりましたよ」

「ありがとう。手間を取らせてすみません」

「いえ、こちらこそレオーネ様にこんなことをさせてしまって、心苦しいです」

「何を言うのですか、カーラ。わたしが頼み込んで一緒にやらせてもらっているのです」

「でも、今日はもう休んで下さい。そうだ、治療魔法を使える人を探して――」

「大丈夫、本当に大丈夫ですから。おとなしくしているので、せめて見学させてもらえますか？」

　今にも飛び出していきそうなカーラを必死で止める。

　禁呪の影響で魔力が安定せず、以前のように魔法が使えなくなったと聞いていたが、それも少しずつ落ち着いているらしい。とはいえ回復の魔法を使える人はもともと少ないそうで、今となってはほとんどいない。わたしは魔法のことはよくわからないが、そんな貴重なものを使ってもらうほどの傷ではないだろう。

　必死で止めた甲斐あって、ようやくカーラも諦め、芋の皮剥きを再開してくれた。

　しゅるしゅると、彼女の手元で瞬く間に芋の皮が剥けていく。なぜかカーラが剥くと、皮が長い帯のようになるのだ。

「すごいですね、カーラは」

「わたしも初めはうまくできませんでした。慣れただけです」

「そうか……そうですね」

　わたしだって、まともに剣が振れるようになるまで何年もかかった。カーラもきっと、何度も稽古したに違いない。

　おとなしくしていると言ったばかりだが、やはりもう一度――と、芋に手を伸ばしたちょうどそのとき。

「慣れると言えば、新しいお部屋には慣れましたか？」

　芋を掴もうとした手が空を掻いた。

　政略的に結婚したにすぎないわたしたちは、長らく別々の部屋を使っていた。

　何かと多忙なベルトルドだ。一人部屋の方がゆっくり休めるだろうと結婚式の後も別のままだったのだが、使用人たちが「いくらなんでも」と口を揃え、あれよあれよという間に同部屋にされてしまったのは最近のことである。

「慣れないのですね？」

　宙を掴んだまま硬直しているわたしを見て、察したようにカーラが声を上げる。

「それより、芋を……」

「もう終わりましたよ、レオーネ様」

　はっとして手元を見ると、たしかにもう皮つきの芋は残っていなかった。持っていた包丁を置いて、カーラが心配そうに覗き込んでくる。

「どうしてですか？　式のときは、あんなにお幸せそうでしたのに。もしかして、喧嘩とか……」

「いいえ、していません。カーラが心配するようなことは何もありませんよ」

「じゃあ、どうしてですか？」

　こんなに押しの強い子だったかな。

　執拗なカーラの追及に、はぐらかせないと悟って、わたしは大きく溜め息をついた。

「本当に、喧嘩などしていません。朝だって一緒に狩りをしましたし、とても楽しめました。ただ部屋の中まで常時一緒にいるとなると、どういう顔をしていればいいのかわからないだけです」

　そう。わたしの目下の悩みはそこだった。

　わたしは王族として、常にそれにふさわしい振る舞いを叩きこまれてきた。厳格な父の前ではもちろん、弟や妹の前でも常に模範となるよう気を張ってきた。夫であるベルトルドの前でもそうあるべきだろう。

　もしだらしないところなど見られてしまえば、幻滅されるかもしれない。そう思うと気の休まるときがない。

「普段通りでいいと思いますけれど。レオーネ様はいつもお綺麗で、それにかっこよくて、可愛らしいです」

「よして下さい。嬉しいですけど、ただ取り繕っているだけなんです。日中はまだこうして用事を作って外に出ることもできますが、夜とか本当にどうしようかと」

「えっ……ちょっと待って下さい。ということは、今ベルトルド様はお部屋に？」

「ええ。ようやくまとまった休暇が取れたようで、ゆっくりしていますよ。だから困っているのです。部屋の中だとわたしもつい気を抜いてしまうので」

「芋なんか剥いてる場合じゃないじゃないですか！」

　カーラが芋の入ったカゴをひっくり返しそうな勢いで立ち上がる。

「ど、どうしましょう。お二人の貴重なお時間を割いてしまっただけでなく、お怪我までさせてしまって」

「落ち着いて、カーラ。わたしが勝手に来て勝手に怪我をしたのです。そんなことで誰もあなたを咎めたりしませんよ」

「咎めはせずとも、きっとベルトルド様は悲しみます。どうかお部屋にお戻り下さい」

「そんな、ちょっと厨房に行くくらいで大げさな。食事のときには戻るのですから、もう少しここで手伝わせてもらえませんか？」

「駄目です！」

　ぐいぐいと腕を引かれ、仕方なく立ち上がる。

「でも、別に一緒に部屋にいても何をするわけでもないんですよ？　互いに剣の手入れをしたり、本を読んだりしているだけで……」

「だから、それが駄目なんですってば！」

　ここでカーラの手伝いをするのも駄目、部屋にいるのも駄目になっている。それを指摘しようとして、やめた。

　カーラの言いたいことはわからなくもない。つまり、部屋に戻って何かしろ、ということなのだろう。でも、それを黙々と剣の手入れをするベルトルド相手にどうやってすればいいのかがわからない。

　やはり、なんとかカーラを説得して何か手伝わせてもらおう。そう思ったのだけれど。

「レオーネ、忙しいところすまない。少しいいか」

　――なんてタイミングの悪い。

「ベルトルド様！」

　それまでぐいぐいと私の背を押していたカーラが、ぱっと手を離す。

「で、では、あたしは失礼します！」

　芋の入ったカゴを抱きかかえ、カーラが脱兎のごとく厨房の奥へと姿を消してしまう。とたんに水を打ったかのように辺りは静まり返った。この沈黙がどうにも苦手だ。だけど今回は珍しく、それを破ったのはベルトルドの方だった。

「もしかして、私は使用人から嫌われているのだろうか？」

「え？」

　聞こえてきたのは思ってもみない言葉で、思わず素っ頓狂な声が出た。しかしベルトルドは相も変わらず真顔のまま、思いつめたように先を続ける。

「どうも最近、避けられている気がするのだ。こと貴女に声をかけると、みな気分を害したかのように顔を強張らせ、ぱっと姿を消してしまう」

　避けられているなんてこと、あるわけがない。今だって、背後から感じるこの視線、たぶんカーラだけじゃない。他の使用人たちも交じっている。カーラを始め、ここで働いている人はみんな少なからずベルトルドに恩があるようで、彼はとても慕われているのだ。

　ぱっとどこかへ行ってしまうのは、わたしたちを二人きりにしようと気を回しているだけ。顔を強張らせているのは、ニヤニヤするのを堪えているだけだ。おそらく、みんなベルトルドの幸せそうな姿を見たいのである。微笑ましいことではあるが、わたしは最近この空気にちょっと困惑している。

　しかし、そんな使用人一同の思惑や、それに対するわたしのプレッシャーをベルトルドが理解してくれる気がしなくて、わたしはコホンと咳払いを挟んだ。

「……気のせいですよ。それより、わたしに何か用でしたか？」

「少し相談したいことがあって。だが、その前にその手。どうした――」

　ベルトルドが、さっきカーラに手当してもらった手に触れてくる。しかし未だに芋を剥こうとして怪我をする有様だなどと知られたくなくて、とっさに手を引き話を元に戻す。

「大丈夫です。相談とは何でしょうか。ここではなんですし、部屋に戻りますか？」

「……いや、今日は天気もいいし、中庭にでも行かないか。貴女が良ければ、その後軽く手合わせでも」

「はい、ぜひ」

　ベルトルドの申し出に、ほっとして返事をする。

　外なら部屋の中よりはいくらか気まずくならずに済む。それに、ベルトルドと稽古ができるのは単純に嬉しい。体を動かしていれば、よけいなことを考えずにすむ。

　では、と踵を返すベルトルドの後について中庭に降りる。彼の言う通り、本当に今日はいい天気だ。さんさんと降り注ぐ陽光は少し汗ばむほどだが、わたしはこれくらいが好きだ。手をかざして太陽を見上げていると、ベルトルドがやや不安そうな声を上げた。

「すまない。暑かったか」

「いえ、わたしはこのくらいが好きです。鎧兜をつけて戦場で剣を振るうのに比べたらどうということはない、爽やかな暑さですよ」

　そう言ってベルトルドに視線を戻すと、彼はきょとんとした顔をした。それを見てはっとする。

　鎧兜の話など、妙齢の女性がする話ではない。そしてそれを言うなら、狩りに興じて夫より大物を仕留めようと牡鹿を斬り倒す時点で、なんだか色々間違っている気がする。もしかしてわたしがこんなだから、カーラたちを焦らしてしまうのだろうか。

　わたしはなんとなく、結婚して時間が立てば夫婦らしくなっていくものだと思っていた。だが、一年以上経ってもわたしたちは「戦友」という間柄から何も変わっていないのではないか？

　一人焦り出すわたしをよそに、ベルトルドが相好を崩す。

「はは、違いないな」

　声を上げて笑うのは珍しい。最近、また表情が柔らかくなった気がする。

　……大丈夫。何も変わっていないわけじゃない。

「それで、わたしに相談とは何でしょうか？」

「うむ。このところは少し落ち着いてはいたのだが、やはり各地で圧倒的に人手不足でな」

「そう……ですか」

　ということは、また長期不在になるのだろうか。

　それは、正直少し……寂しい。でも仕方ないことだ。それに、一人の部屋を寂しいと思うようになれば、次に過ごせるときには今より自然になれるかもしれない。ここは心配をかけぬよう送り出すべきだろう。

「わかりました。留守はわたしがしっかりとお守りしますので、どうかこちらのことはご心配なく」

　すると、視線の先の彼は、少し困ったような顔をした。

「あ、いや。外出の予定があるわけではないのだが……」

　爽やかな一陣の風が、わたしたちの間を吹き抜ける。

　しまった。まるで不在にしてくれと言っているみたいになってしまった。

「だが、いつそうなるかはわからない。いつも貴女がいるから無茶もできる。感謝している」

「い、いえ。わたしはあまり無茶をしてほしくはないのですが」

「たしかにな。私が倒れては元も子もないし、それに私一人ができることには限界がある。もっと根本的解決が要る。それを相談しようと思ったのだが……」

「それは早とちりを。そうですね……それとなくメルクリオに手紙で聞いてみましょうか」

「いや、既にアルデーリアには充分に良くしてもらっている。殿下とて多忙だろう。これ以上手を煩わせるのは気が引ける。だが、もしどうにもならなくなったら、そのときは」

「ええ、わかりました」

「……それと、もう一つ」

　顔を上げると、浮かない顔のベルトルドと目が合う。そんな顔をされる局面ではなかったと思うが。

「はい。何でしょうか」

「このごろ、二人だけのときにも随分よそよそしいのだな」

「そうでしょうか？」

　とっさにはぐらかしたものの、ドキッとする。心当たりがないわけではない。

「その口調も。今は他に誰もいない」

　ベルトルドが辺りを見回して言う。

　そう。以前ベルトルドに頼まれて、二人きりのときは敬語を使っていなかった。だけど部屋が一緒になって、ベルトルドの不在が少なくなって、四六時中一緒にいるようになったら、その切り替えがうまくできなくなっていた。

　それに、使用人たちのあの視線もやっぱりプレッシャーではある。もっと妻としてちゃんとしなくては、周囲から見て幸せそうな夫婦でいなければ……と。

　でも、今さら緊張するからやっぱり部屋を別にしたいと言うのも、使用人たちの期待の視線がプレッシャーだというのも、ベルトルドには言いづらい。

「レオーネ？」

　返事に迷っていると、催促するように名を呼ばれる。

「よそよそしくしていたつもりでは。ただ、普段カーラたちと話すことが多いものですから」

　ついごまかしてしまった。

　だけど、いいのか悪いのか、ベルトルドは「なるほど」と納得したようにうなずいた。

「そういえば、貴女は使用人と話すときも物腰が丁寧だな」

「それは、癖みたいなものですね。ご存知の通りわたしには双子の妹がいますが、昔は怖がってわたしに近づいてこなかったのです。それで、部下以外には丁寧に接するよう心掛けるようになりました」

「つまり部下でない私に砕けて話すのは、貴女にとっては抵抗があるということか」

「まあ……そんなところです」

　口調に関しての説明に嘘はないのだが、ベルトルドの解釈は間違っている。だけど、これもつい合わせてしまう。

「わかった。だが、私は貴女を頼りにしているのだ。私にはこの国で、対等に相談できる者がほとんどいなかった。数少ないその者たちも、王都が吹き飛んだ日に失ってしまった。……情けない話だ。夫として貴女を守らねばならない立場にありながら、その私が貴女を頼るなど」

　自嘲的に笑うベルトルドを見て、わたしは手を強く握りしめた。

「いえ、わたしは守られるより誰かを守れるようになりたいと剣を志した身。わたしもあなたが遠慮なく寄りかかれるような人間であるよう研鑽して参ります」

　そう言うと、ベルトルドは「ははっ」と笑った。

　ここ最近で、一番柔らかい笑みだ。見惚れそうになるほど。

　正直、わたしだって焦れていないわけではない。一緒にいたくないわけではないし、もう少し距離が縮まったらいいなとは思っている。だがいかんせん剣ばかり振ってきたので、そのための適切な行動がわからない。

　とはいえ、ベルトルドだってとくにこちらとの距離を詰めてくるようなことはない。

　だから、わたしだけが悪いわけではないと思うのだ。そういうわけで、開き直る。

「では約束通り、よろしければ一手お手合わせ願えませんか？」

「もちろん。金獅子レオ将軍と手合わせできるなど、私にとっても願ってもないことだ」

「ご冗談を。お手柔らかに頼みます」

　ふふっと互いに笑い合う。まあ、今日のところはこれでいいだろう。もう少し一緒に過ごせば二人きりの部屋も慣れるだろうし、そうすれば口調も会話も自然になるはず。

　そのとき、突然背後に気配を感じた。振り返ると、ふわふわの金髪をした少年が、呆れたようなジト目ででこちらを見上げていた。

「これは、殿下。どうしたのですか、そのようなところで」

　ゼルジオス国王の遺児、クラウディオ殿下。ベルトルドの主君であり、すなわちわたしの主でもある。彼はまだ、つい先日八歳の誕生日を迎えたばかりだ。わたしがゼルジオスに来たばかりの頃は、わたしに対しての不信感を遠慮なくぶちまけ、癇癪を起こすこともしばしばではあったが、今は驚くほど落ち着いた……はずなのだが。

「めちゃくちゃイライラするんだが？」

　苛立ちを隠そうともせず、クラウディオが開口一番そう述べる。こんな風に感情を露わにすることなど最近なかったのだけれど。

　とはいえ、まだまだ幼い。ここは寄り添うべきだろうと、わたしは彼の傍に膝を着いた。

「一体、どうなさったのですか」

「どうもこうもあるか。お前らを見ていて苛立たない方がおかしい」

「何か無礼がございましたでしょうか」

「そういうところだ、まったく。自覚がないのがなお悪い」

　キッとつり上がった目をわたしに向けたあと、彼はその視線をベルトルドへと移した。

「ベルトルド、お前もお前だ。大体、そういうことをなぜ僕に相談しない」

「これは失礼いたしました。……相談事というよりは、愚痴のようなものだったゆえ、殿下のご心労になってはいけないと」

「心労か。僕に心労をかけたくないと思うなら、少しは自分のことも顧みてほしいものだ。いつもそう言っているだろう」

「だからこうして、今は休暇を取っております」

「休暇ならば休暇らしくしろと言っている。レオーネはお前が不在の間、実によくお前の代理を務めていた。少しは労ねぎらってやったらどうなんだ」

「それは……」

　クラウディオの突っ込みに、はっとしたようにベルトルドがわたしの方を見る。そして、いかつい体格に似合わずしゅんとした顔をしてうなだれた。

「殿下のおっしゃる通りです。レオーネ、すまなかった。私の配慮が足りなかった」

「い、いえ……」

　別にそんなことは望んでいない。むしろ配慮しすぎだとすら思う。

　それより、八歳の子供に説き伏せられるベルトルドを見て、なんだか笑いがこみあげてきてしまった。魔法王国にあって、剣一本で将軍、ひいては元帥までのし上がってきた男にはまったく相応しくない形容詞とはわかっているが……なんだか可愛い。

「何を笑っている。お前もだぞ、レオーネ」

　思わず口元を緩めていると、クラウディオが今度はわたしに矛先を向けてきた。

「久々にゆっくり過ごせるというのに、手合わせとは何事だ。お前の剣の腕は僕も頼りにしているが、こういうときはもっと他にこう何か……何かあるだろう！」

「は、はい、おっしゃる通りです。自分でもそうは思うのですが……その、何かとは、例えば何があるでしょうか」

　一転、今度は姫将軍として名を馳せたこのわたしが、八歳の子に教えを乞うていた。案の定、ひざまずくわたしを、クラウディオが呆れ果てた目で見下ろす。

「それを僕に問うのか？」

「うっ……」

　返す言葉も失って沈黙するわたしに、クラウディオが長く深い溜め息を吐き出す。

「まあ、いい。先ほどのベルトルドの話だが」

　そう前置きして、クラウディオは話を変えた。

「東の国に、神の頭脳を持つと噂される名策士がいるそうだ。ひとたび彼が采配をとれば、百の兵で万の兵を降すことも可能とか」

　このところ、ゼルジオスを訪れる旅人も増えた。他国の情勢から流行りのドレスまで、噂話も頻繁に入ってくる。クラウディオが今口にしたのもその手の類のものだろう。

「それがもし本当なら、今我が国が直面している人手不足も解決してくれるのではないか？」

　クラウディオの提案に、「なるほど」と相槌を打ちはする。しかし、所詮は噂話だ。真偽の疑わしいものも多い。クラウディオもそれをわかってはいるのだろう、きまりが悪そうに補足する。

「もちろん、僕だって頭から信じているわけじゃない。噂には尾ひれ背びれがつくというのも知っているが……」

「いえ」

　しかし意外にも、それまで黙していたベルトルドが言葉を挟んだ。

「その人物に心当たりがあります。おそらく私の古い知人かと」

　これにはわたしだけでなく、その策士について言い出したクラウディオまでも驚いた顔をした。

「なんだと？　なら、どうしてもっと早く協力を求めなかったんだ？」

　率直なクラウディオの問いに、ベルトルドはしばし言葉を選ぶように地面に視線を向けていたが、ややあってそれに答える。

「所在を知ったのは、私も噂で小耳に挟んだからです。もしやと思い何度か書簡を出しはしました。ですが、返事は一度もありませんでした。直接訪ねるにはいささか遠く……」

「そうだったのか。お前の知人ということは、僕も知っている者か？」

「いえ、殿下はまだ幼すぎて覚えておられないでしょう。もともとはゼルジオスの者でしたが、六年前に国外追放されています」

「追放……それは、父上が？」

　ベルトルドは直接答えなかったが、クラウディオは既に察したようにうなだれた。しかしそれは一瞬のことで、すぐに顔を上げてにっと笑う。

「そうか。ならば渡りに船とはこのことだな」

「……？」

　クラウディオの意図がわからず、わたしもベルトルドも共に怪訝な顔をする。そんなわたしたちを順に見て、それから彼はおもむろに口を開いた。

「ベルトルド、レオーネ両名に命じる。かの策士のもとへ行き、ゼルジオス王家の血を引く我、クラウディオの名において追放を解くと伝えよ。そして、今一度ゼルジオスのために尽くすよう説得し、僕のもとに連れてこい！」






　突然のクラウディオの命令によって、わたしたちは突然旅立つことになってしまった。

　噂によれば、かの名策士はここから東、トゴク地方にいるらしい。人を嫌って、山奥に住んでいるのだとか。地図で確認したところ、ここセヴァルからだとしばらく街道沿いに進み、ルセノ平原を通過した先にある。どんなに順調に行っても往復で一週間はかかるだろう。

「……やはりわたし一人で行った方がいいのではないだろうか」

　荷造りを終えると、準備の間ずっと考えていたことがつい口をついてしまった。当然、同じ部屋にいたベルトルドにも聞こえたようで、簡潔に問い返してくる。

「なぜ？」

「少なくとも、一週間は不在になるのです。その間何かあったらと思うと」

「その程度で立ちいかなくなるほど、今のゼルジオスは弱っていない。貴女を一人で旅立たせる方がよほど不安だ。それくらいなら私一人で行く」

「戦場を突っ切るわけでもないのに？　見くびらないで下さい。昼間は頼りにしていると言っていたではありませんか！」

　つい、大きな声が出てしまった。夫婦としてうまく歩めないのはまだ仕方ないにせよ、戦友としてまで侮られてしまったら立つ瀬がないというものだ。

「……すまない、レオーネ。言い方が悪かった。貴女の力を侮っているわけじゃない」

　握りしめた拳に、大きな手が重なる。

　顔を上げると、ベルトルドがすまなそうに頭を垂れていた。

「実は、私も一人で行こうと考えていた。だが知っての通り私は口下手で、説得というのは得手ではない。殿下が二人でと言ったのも、そのためではないかと。そう考えるとふがいなく、言葉に気が回らなかった」

　触れている手が温かい。

「誓って、貴女の力を過小評価したことなどない」

　そんなの、ずっと前からわかっている。戦場で幾度となく、その剣を受けてきたそのときから。

「……詫びるのはわたしの方です。すみません、大きな声を出して」

「構わない。本音でぶつかってくれる方が私にはありがたい。殿下にも指摘されたが、私には配慮の足らないところが多いだろう。嫌なことがあれば遠慮なく言ってほしい」

　それは、まるでさっきごまかしたことを探っているような言い回しだった。

　でも、別に嫌なわけではないのだ。同じ部屋も、使用人たちのことも。

　だから「はい」と答えるしかない。そんなわたしの手を、ベルトルドがぎゅっと力を入れて握りしめる。

「貴女が傍にいてくれれば、私はそれで充分だ。それ以上望むことはない」

　だけど、手が引き寄せられることはない。それ以上、彼が距離を詰めてくることもない。

　そうされれば困るくせに、そうされないことを、どこか寂しく思っている。こんな矛盾した気持ちを、わたしはこのところ――ずっと抱えている。

「一生手の届かないと思っていた相手が、今は手の届く場所にいる。それだけで本当に私には充分なんだ」

　彼がそう言ってくれるのは、わたしにとってとてもありがたいことのはずなのに。とても幸せなことなのに。

　なぜか、胸がチクッとするのだ。

「……では、二人で行くとしましょう。久々の遠出ですね。少し、馬の様子を見てきます」

　そう言って、わたしは曖昧に笑った。






「わたしはどうしたらいいんだ？　ブラーヴ」

　厩舎にて、思わずわたしは愛馬に語りかけていた。ブルル、と鼻を鳴らして、彼女はわたしの話を聞いてくれている。こうして気を許して話をできるのは、彼女だけかもしれない。

「まぁ、なるようにしかならないか……おっと」

　しかし、今までおとなしくしていたブラーヴが突如ぐいぐいと鼻で押してきて、危うくバランスを崩しそうになった。

「なんだ。お前もカーラたちのようにわたしに圧力をかけるのだな。誰か少しはベルトルドもせっついてほしいものだ」

　いや……そうしたところで、彼は気づかないかもしれないが。何しろカーラたちのあの態度を、嫌われているのかと思うような男だ。

「わたしも、戦場に斬り込んでいくのはできるのに、どうしてこういうことになると押しが弱いのか。こんなことで数日も二人旅を……」

　自分の呟きで、はたと我に返る。

　そうだ。二人で旅をするということは、数日間二人きりで過ごすということだ。当たり前のことに気づいたそのとき、ちょうどカーラが息せききって駆け寄ってくる。

「レオーネ様！」

「カーラ。どうかしましたか？　そんなに慌てて」

「あの、先ほどお二人が旅に出るとお聞きして。準備をお手伝いできればと……」

「ああ……ありがとうございます。でも、そう長い旅ではありませんし、自分たちでもうほとんど終えているんです」

「そうでしたか……でも、せっかくのハネムーンなのですから、できる限りゆっくりなさってほしいです」

　思いも寄らぬことを言われて、思わず咳き込んでしまった。というか、慌てて否定しようとしすぎてむせてしまった。そんなわたしに構わず、カーラはほんのり染まった頬に両手を当てて、楽しげに喋り続ける。

「トゴクへ行かれるんですよね？　話にしか聞いたことがありませんが、有名な観光地だとか。ああ、本当に良かったです、二人でご旅行に行けるような時間が取れて。どうかこちらのことは気になさらずに楽しんできて下さいね！　レオーネ様のご指導のおかげで、あたしたちももう自分の身は自分で守ることができます。立派に留守を務めてみせますから！」

「カーラ、ちょっと待……」

「実は、使用人一同お二人のお子様をお世話できるのを楽しみにしているのです。お坊ちゃまでもお嬢様でも、お二人の子ならきっと勇ましいに違いありませんね！」

　よけいにむせた。

　……いや、カーラは本当に純粋に楽しみにしてくれているだけだろう。これはどちらかというと、クラウディオに仕組まれたのかもしれない。

　いずれにせよ、キラキラと輝くカーラの目を見ていると何も言えなくなってしまって、結局何の訂正もできないまま、嬉しそうなカーラがいつになく饒舌に話すのを聞いているしかできなかった。

















第二章　ハネムーン旅行？












　結局カーラたちの誤解を解けないまま、クラウディオを筆頭に城中総出で送り出されて、わたしたちは出立した。

「数日空けるだけなのに、やけに仰々しいな……」

　誰にともなくぽつりと呟くベルトルドに、「はは」と乾いた笑いを返す。勘違いされていることを彼は知らないようだ。これは不公平ではないかと思う。元敵国に嫁いできて、今一番孤独を感じている。

　とはいえ……遠出など久しぶりだ。天気も申し分ない。季節の変わり目の、湿った風のにおいを肺に満たしていると、ふと視線を感じた。
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「どうかしましたか？」

「城にいるより活き活きしているな。いい表情だ」

「そ……そうでしょうか」

　そう言われると照れくさくて、つい顔を背けてしまう。するとそのまま会話も消える。

　まずい。部屋に二人きりのときの空気になっている。

　これではまるで、ゼルジオスに嫁いだばかりの頃に戻ってしまったようだ。アルデーリアまで迎えに来てくれた彼と二人、馬でゼルジオスに向かった。まだ彼という人物もよく知らず、思惑も知らず、会話もろくにない気まずい旅路だった。

　ゼルジオスで過ごした一年と少し、長い時間とは言い難いけれど、少なくともベルトルドという人物についてはあのときよりずっとよく知ったはずだ。そして……わたしを想ってくれていることも。

　なのにどうして、あのときと同じような気持ちになるのだろう。これじゃ夫婦として距離を縮めるどころか、逆に離れているじゃないか。

　焦りばかりが強くなる。

　……みんながわたしばかり焚きつけるから。

　つい胸の中で恨み言をこぼしながら、力任せに手綱を握りしめていると、ふと視線を感じた。そちらを見ると、ベルトルドがじっとわたしを見つめていた。

「レオーネ。何か心配事でもあるのか」

　こんなこと言えるわけがない。なんと言おうか迷っていたが、彼がそれ以上追及してくることはなかった。

「……これは、言おうか言うまいか悩んでいたのだが……」

　かわりに、彼は別のことを口にした。口調が言いにくそうだったので、もしかして心の内を見透かされたのかと危惧したが、その内容はわたしが思っているようなものではなかった。

「貴女が周囲に細やかな配慮をしていることは尊敬するし尊重もしたい。だが、せめてこの旅の間くらいは以前のように話してくれないだろうか？」

「以前のようにというと……」

「貴女の言葉を借りるなら、戦友のように」

　わたしだって、できるならそうしたい。でも夫婦として距離を縮めていこうというときに、果たして戦友に戻ってしまっていいものか。ハネムーンなどと期待しているカーラたちの思惑にも反しないだろうか。でも、離れてしまったと感じるなら、一度それに立ち返ってみてもいいのだろうか。

　なんだか、よくわからなくなってきた。

「こうして二人で旅をする機会などそうないだろう。今くらいは立場や周囲の目などのしがらみにとらわれずとも良いのではないか。互いに」

「それは、そうかもしれませんが……」

　煮え切らない返事をしてしまったが、ベルトルドは「よし」と仕切り直すように声を上げた。

「では、もう遠慮も手加減もしない。ついて来れないなら置いていくぞ」

「え？」

　わたしがその言葉を理解できないでいる間に、ベルトルドは掛け声とともに、素晴らしいスピードで走り去っていく。

　考える暇もなく、とっさにわたしも手綱を握り直し、速度を上げる。

　ブラーヴが嘶き、風が唸る。……気持ちいい。

　まだ、どうすればいいのか答えは出ない。だけどひとまずは、この風を楽しむことにした。






　あわよくば追い越してやろうと思っていたが、結局一度も追いつけなかった。それでも、ベルトルドは心底驚いたようにわたしを見下ろす。

「驚いた。本気の私とスフォルツォについて来られたのは貴女が初めてだ」

　幾度かの休憩を挟み、わたしたちは予定より早く最初の宿に到着していた。セヴァルから北東に進路を取り、今はルセノ平原付近の小さな集落にいる。

　規模は大きくないが、宿は多くの旅人で賑わっていた。併設されている食堂に入ると、ちょうど食事どきということもあり、こちらも混みあっていた。多少声を張らねば、向かいのベルトルドと会話が困難なほどだ。

「情勢が落ち着いてきたというのは本当だったのですね。いい活気です。それに、おいしい」

　サラダも肉料理も、どれも食べ応えがあった。一時は流通が滞り、国内の食料が不足していると聞いていたが、この繁盛ぶりを見るとその心配はもうなさそうだ。

「この辺は王都から離れているし、もともと影響も少なかったのだろう。王都がああなるずっと前に一度訪れたことがあるが、あまり変わらない。懐かしいな」

　そう言って、ベルトルドが辺りを見回す。どういった用件だったかは知らないが、口ぶりから言うとしばらく滞在していたような感じだ。それを肯定するように、彼は独り言のように続けた。

「王都は魔法で栄えていたが、離れるほどにそうでもなくなる。……というより、魔法が使えない者は王都近辺には住めなかった。この辺は王都を追われた者の集落がいくつかあってな。ここには所用でしばらく滞在していたことがあるが、居心地が良かった」

　ベルトルドは魔法が使えない。剣一本でのし上がるのは並大抵のことではないと思ってはいたが、ゼルジオスで魔法が使えないというのは、わたしが思っていたよりもずっと苦難がありそうだ。

「格差があったのですね」

「純粋なゼルジオス人でも魔力の強弱はある。そのため、強い力を持つ者同士の婚姻が望まれたが、だからといって必ずしも力の強い子供が生まれるわけでもない。しかし期待はされる。俺はそうした期待とは無縁だった分、まだマシだった」

「そう……なのですか？」

「ああ」

　わたしは、最初から誰にも期待されないというのも寂しいものだと思うが。

　わたしも期待されない気持ちはわかる。聡明な弟。美しい妹たち。いずれもわたしが持たないものを持っていたから。だけど羨むだけでは自分のことが惨めになってしまうから、自分らしく、そして自分だけのものを得るためにわたしは剣を取ったのだ。

「それより、ここは酒も旨い。レオーネは、酒は飲めるか？」

「もちろん。昔はよく部下たちと飲み明かしたものです」

「良かった。ここは昔よく通った馴染みの店なんだが、王女様をお連れするような場所ではないかと、少し不安だった」

「ふふっ。あなたが冗談を言うなんて、珍しいですね」

　わたしがそんな高貴な王女様ではないことなんて知っているくせに。場を和ませようとしてくれたのだろうと笑ったのだが、ベルトルドは複雑そうな顔をすると、手を上げて店員を呼び、酒を注文した。

　その表情の理由を考えている間に、すぐにテーブルの上に酒のジョッキが置かれる。

「お酒なんて久々で、楽しみです。早く飲みましょう」

　妙な空気になってしまったので明るく呼びかけると、彼はジョッキに手をかけてふっと笑った。

「明日に障らん程度にな」

「わたしはそんなに弱くありません。少なくとも部下に負けたことはないですから」

「ほう、私もだ。ならば飲み比べといこうか」

「後悔しても知りませんよ」

　それを合図に、わたしたちは同時にその中身をあおった。

　それは、ほんの軽い気持ちでの会話だったのだが――気がつけばテーブルの上にはずらりと空のジョッキが並び、わたしたちの周りには人だかりができていた。

「良い飲みっぷりだね、姉ちゃん！」

「いや、さすがにこっちの兄ちゃんには敵わんだろう」

「おーい、酒が足りてないぞ!!」

　集まった他の客が、みんな思い思いのことを叫ぶ。目の前には次々に新しい酒が運ばれ、向こうでは賭博の声も聞こえる。

「すっかり騒ぎになってしまったな……」

　今飲んだのが何杯目かも、もはや覚えていない。なんだか妙な事態になってしまった。それらを眺め、ベルトルドが持っていたジョッキを置く。

「そろそろ切り上げるか」

「ということは、わたしの勝ちかな」

　ぼそりとわたしが呟くと、ジョッキにかかっていたベルトルドの指がぴくりと動く。

　ここまでくれば、先に止めた方が負けだ。勝負は勝負。夫婦歴は短くとも、好敵手としては長い付き合いだ。たとえ何の勝負でも負けるわけにはいかない。

「いいのか？　俺はまだ余裕だが」

「わたしだって」

　睨み合うわたしたちを、観衆が焚きつける。

「いいぞいいぞ、もっといけ！」

　わたしたちの空のジョッキに、勝手に並々と酒が注がれる。それをわたしたちが飲み干せば、またわっと歓声が上がる。

「おいおい、誰かと思えばベルトルドじゃないか」

　そんな中、テーブルに群がる人だかりを押しのけて、初老の男が顔を出した。それを見て、ふとベルトルドの顔つきが変わる。

「……ご無沙汰しています」

「本当に。こんな外れの小さな集落じゃろくに情報も入ってこないが……王都の惨状は噂程度には聞いたよ。お前さん、こんなところで油売っていていいのかい」

「油を売っているわけでは。明日には発ちます」

「ふっ、相変わらず生真面目だねぇ」

　和やかに会話する二人を見ながら、酒に口をつける。

　馴染みの店だと言っていたし、ここの店主だろうか。そんなことを考えていると、ベルトルドと話していた男がわたしの方を向いて声を上げた。

「彼女は？　新しい部下か？」

「いえ。妻です」

　そんな風に紹介されるのがまだ慣れないものだから、つい焦ってむせてしまう。

「おっ、姉ちゃんギブアップか？」

　咳きこんだわたしを見て茶々を入れる野次馬に、黙って空のジョッキを押しつける。しかし黙って飲んでいる場合ではない。わたしも挨拶をせねば。こういう場合なんと言えばいいものだろう？　どんな挨拶が正解？

　ただでさえわからないのに、酒の回った頭ではもっとわからない。とりあえずわかるのは、一般的な王侯貴族や将校の妻だったらこんな状況にはならないだろうということくらいだ。

「レオーネです」

　諦めて簡単に名乗ると、彼は驚いたように身を乗り出し、わたしをまじまじと見た。

「では、あんたがあのアルデーリアの……」

　一瞬、周りがシンとなる。

　……しまったな。外れとはいえ、ここもゼルジオス国内だ。アルデーリアのレオーネ。ゼルジオス国民にとっては憎むべき怨敵の名。迂闊に名乗るべきではなかったか。

　どう対応しようか迷っていると、ドンと大きな音がした。見れば、ベルトルドがテーブルにジョッキを叩きつけたところだった。

「人の妻をじろじろ見るな」

　じろりと彼が辺りを睨みつけると、ぱっとわたしからみなの視線が離れる。それから、野次馬たちは気まずそうにさーっと自分たちの席に帰っていった。それを不機嫌そうに見て、ベルトルドが酒をあおる。なんだかあまりにもらしくなくて、一瞬ぽかんとしてしまったが。

「……酔ってるのか、ベルトルド？　これくらいにしておくか？」

「そういうレオーネもだいぶ顔が赤い。俺の勝ちでいいのならここで仕舞おうか」

「あ、赤くない！　これは、ベルトルドが何か変だから」

「口調もいつもと違うぞ」

「そっちこそ、一人称が俺になっているぞ」

　わたしたちの子供のような口論は、店主の笑い声に掻き消された。

　怪訝な顔でそちらを見ると、心底面白そうに彼はしばらく腹を押さえていたが、やがて笑いをおさめてどこか遠くを見る目つきをする。

「アルデーリアの将軍と結婚したと聞いたときは心配していたが。幸せそうじゃないか、ベルトルド」

　耳に飛び込んできた単語に、思わずベルトルドの方をうかがい見る。

　彼はそれを避けるようにそっぽを向いてジョッキをあおっていて、その表情はよく見えなかった。

「金はいらん。今日は潰れるまで飲んでいきな」

　それだけ言うと、彼はベルトルドが何か言う前に、すっとテーブルを離れていった。






　そのあとも、どれくらい飲んだだろうか。ふと目を醒ますと、ベッドの上にいた。いつ部屋に戻ってきたかもよく覚えていないが、髪も解いてない、着替えてもいないから、そのまま寝てしまったのだろう。窓の外を見るとちょうど日が昇り始めており、隣ではベルトルドが眠っている。慌ててささっと身なりを整えてから、彼の体を揺する。

「ベルトルド。大丈夫か？　起きれるか？」

　呼ぶと、彼はすぐに目を覚まし、体を起こした。

「……君こそ。一日くらい休んでも日程に問題はない。無理は禁物だぞ」

「見くびらないでもらおう。今から戦にだって出られる」

「ははは！　さすがだ」

　実に楽しそうに声を上げて笑うベルトルドを見て、わたしもつい釣られて笑ってしまった。

　こうやって笑っていると、どうやって過ごそうか心配していた出立前が嘘のようだ。

「なんだか……楽しいな」

「それは良かった」

「いや、良くはない。遊びに来ているわけじゃない……あ」

　そこでやっと、自分の口調が崩れていることに気がつく。

　せっかくベルトルドが「以前のように」と言ってくれたのに、きっかけがなくてどう戻せばいいのかわからなくなっていた。だけど酒が解決してくれたらしい。

　おかげで、もう一つ気がついたことがある。変わったのはわたしだけじゃない。ベルトルドも一人称が「俺」のままだ。それに、わたしのこともいつもは「貴女」というのに、今は「君」と言った気がする。ただそれだけのことが、心を許されているようで嬉しい。ベルトルドが口調を気にする理由が少しわかった気がした。

　だから、口調のことはそのまま気がついていないふりをする。

「……とにかく、わたしは大丈夫だ。すぐ出られる」

「本当だろうか。レオーネは負けず嫌いだし、すぐ強がるからな」

　大真面目にそんなことを言われ、かぁっと羞恥に顔が熱くなる。図星だからである。

「参ったな、言い返せない。子供っぽいとわかっているんだ。直すようにする」

「直すことはない。俺も負けるのは嫌いだ」

「知っている。初めて会ったときから一度も手を抜いたことがないからな。わたしが負けず嫌いだと知っていても勝ちを譲ってくれたこともないし。だから狩り一つにも手をつくして全力を出してしまう」

「ははっ、バレていたか」

　まるで少年のように、無邪気に笑うベルトルドを見て、わたしはぽかんと彼を見つめてしまった。それに気づいてか、彼は笑うのをやめると少し恥ずかしそうに咳払いをした。

「あなたもそんな風に笑うんだな」

「君はたまにそういう言い方をする。一体俺をどういう人間だと思っているのか聞きたくなるな」

　そう言われると、この一年ちょっとで彼をよく知ったつもりでいたが、実はまだ知らないことも多いのではないかということに気がつく。

「……だって、城にいるときとは別人のようだから」

「幻滅したかな」

「そんなことはない。正直に言えば、今の方が話しやすい」

「そうか、良かった。俺もだ」

　そうか。彼が城にいるときと別人のようだというなら、わたしだってきっとそうだろう。

　ゼルジオスの民にどう思われているか、ベルトルドにどう思われているか、彼の妻として相応しいように努めなければと、意識的にも無意識的にも考えていた。

　だからベルトルドは、わたしが気負わないように「戦友」を持ち出してくれたのだろうか。もしかしたら馬を走らせたり、馴染みの店に連れて行ってくれたり、飲み比べをしようというのも。

「ベルトルド……」

「さて、問題ないならそろそろ発とうか。午前中にはゼルジオスを出て、陽が落ちる前には平原を抜けたい。あのあたりはあまり治安が良くないからな。もっとも君と俺なら何も問題はないだろうが」

　それを確かめようとしたわたしの声を遮って、ベルトルドが不敵にうそぶいて見せる。これもきっと彼なりの気遣いなのだろう。

「……当然だ」

　それを汲んで、わたしもそう答えてみせた。






　集落を出てしばらく馬を走らせると、ルセノ平原に出る。だいたいそのあたりまでがゼルジオスの領土で、平原をずっと北にゆけばメレネス王国、真東に進めば、谷を挟んだ向こうがこの旅の目的地であるトゴク地方だ。

　ベルトルドが酒に強いのはどうやら本当だったようで、あんなに飲んだというのに二日酔いの気配すらない。自分にしても同じことだが。おかげで今後「少し酔っちゃって……」などとしおらしい作戦に出ることもできなくなった。どうせそんなことを言える度胸はないが。

　それはともかくとして、空を見上げて溜め息をつく。朝は晴れていたのに、昼を回って天気が怪しくなってきた。黒い雲が少しずつこちらに近づいて、やがて雨がぱらつき始める。

　どこか休める場所があればいいのだが、集落などは見当たらず、廃村ばかりだ。ここも、もとは戦場だったのだろう。ちら、と隣を走るベルトルドを見ると、彼も思案しているようだった。だが、最低限の休憩のみでペースを落としていないところを見ると、やはり今日中に平原を抜け、トゴクに入りたいと考えているのだろう。

　できればわたしもそうしたい。メレネス王国は近年治安が悪化しており、野盗が増えているという。このあたりにも出ないとは限らない。

　できるだけ無用なトラブルは避けたい。しかし、そんなわたしの思いを嘲るかのように、雨で霞む平原の向こうで、ちらりと黒い影が動く。

「レオーネ！」

　雨風と蹄の音を裂いて、ベルトルドの警告が飛ぶ。それを合図に大きく速度と進路を変える。ひゅっと風を裂く音がして、すぐ真横を矢が掠めていく。気がつくのがもう少し遅ければ当たっていただろう。この視界の悪い中、いい腕をしている。

「突破するぞ！」

「ああ！」

　既にベルトルドは剣を抜いていた。そのままぐんぐん加速して突っ込んでいく。真っ直ぐ突っ込んでいっては恰好の的になる――普通なら。

　だが、スフォルトの襲歩は尋常なものではない。案の定、次の矢をつがえる間もなく射手が馬から転げ落ちる。だからといってまだ安心できない。敵は一騎ではない。ざっと十はいる。まともに全部相手をしていられない。

　蛇行して弓矢を避け、ベルトルドが切り開いた場所から突破する。そのまま彼らを振り切る頃には、雨も上がっていた。

「レオーネ、怪我はないか」

「ああ」

　馬を降りて、互いの安否を確かめ、それから愛馬の様子を見て、はっとする。だいぶ雨で流されてはいるが、尻のあたりの毛が少し血で汚れている。

「ブラーヴ。怪我をしていたのか」

　ここまで普通に走っていたから、気がつかなかった。

「そんなに深くはないみたいだが……矢が掠ったのだろうか」

「無理をさせないほうがいい。もうトゴクは目と鼻の先だ。俺の馬に荷物を積んで、残りは引いていこう」

「すまない。ブラーヴ、もう少しだけ頑張ってくれ」

　返事をするように、すり、とブラーヴがわたしに鼻を寄せる。

「それにしてもさっきの奴ら、だいぶ手慣れていたな。野盗の類だろうか」

「そうだろう。メレネスでは国王や貴族ばかりが優先され、民は飢える一方と聞く。食うに困れば人も襲う」

　わたしたちは野盗討伐に来たわけではない。相手は数も多かったし、おまけに悪天候だった。突破するしかなかったのはわかっているが、放置していかねばならないことには、やはり気が引ける。

「ゼルジオスも少し前までは似たようなものだった。自らの手が届くところから変えていくしかない」

「ああ。そうだな」

　励ましてくれたのだろうか。それとも自分に言い聞かせているのだろうか。

　或いは戒めか。

　あれは決して他人事ではない。ゼルジオスもだいぶ落ち着いてはきたが、復興はまだまだこれからだ。

　雲間から光が覗き、濡れた地面を輝かせる。それを見て、ゼルジオスの未来に光が溢れるようにと願わずにはいられなかった。






　予定外の災難に見舞われたものの、どうにか夕方にはトゴク地方へと辿りつくことができた。山と川に守られて戦火を免れてきたトゴクは、その風光明媚な景色で観光地として有名で、どこの国にも属することなく、旅人や商人たちが独自の文化を築いて発展している。

　という話はアルデーリアにいた頃からよく聞くが、実際に訪れるのはこれが初めてだ。

「すごい人だな」

　アルデーリアも大きな国だ。戦時中でも王都の治安は良くて、いつでも人や物で溢れかえっていた。だけどこの賑わいはそれ以上ではないかと思える。

　建物の数自体はそこまで多いわけではない。景観を損ねないように、いやむしろ引き立つように、大きさや形にも配慮が見られる。おかげでどの方向を見ても、何かしら目を奪うものがある。

　トゴク全体を囲むようにそびえる山々、そこに茂る木は、不思議なことに赤や黄に色づいているものもある。あちこちを流れる川の水の色は美しく澄んでいて、そこにかかる橋の意匠も、アルデーリアやゼルジオス、いずれともまったく趣の異なるものだ。夕暮れ時が絶妙にそれらを彩っている。異国情緒溢れるとはこのことか、と文字でしか知らない言葉がいやに腑に落ちた。

　しかし、目の前に視線を戻せば、もうとにかく人の波だ。こんなところを馬を引いて通れるものかと思うのだが、普通に馬車も通っているし、馬車が通れば人も避ける。

「無秩序すぎて恐ろしい……」

「トゴクは国ではないからな。とにかくブラーヴを休ませよう。トゴクなら馬宿もそこら中にあるだろう」

「すまない」

　ベルトルドの気遣いに感謝しつつ、馬宿を探す。だが実際のところ、探すまでもなかった。見回せば視界のどこかに宿が目に入る。そして、そのほとんどが馬を預かる設備を有している。観光地なのだから、当然といえば当然か。

「これだけあると、かえってどこにすればいいのかわからないな。わたしは観光などしたことがないし……」

「それは俺も同じだ。まあ眠る場所があればいい。手近なところに入ろう」

　そう言ってベルトルドが歩き出す。いかにも彼らしいざっくりした基準だ。彼の後について歩き出したときだった。

「離してよ！」

　鋭い声が、喧噪の間を縫って耳に届く。その声がする方を見て――反射的に、わたしはそちらに足を向けていた。若い男が、カーラくらいの年頃の少女の腕を掴んでいるのが目に入ったからだ。

「離してやれ。嫌がっているだろう」

「あん？　だったら姉ちゃんが相手してくれるのか？」

　酒臭い息でそう声をかけられて、わたしはためらうことなく彼の手を掴んで少女から外すと、その手を捻り上げた。

「断る」

　生憎、こう見えて人妻なのだ。

　いや、そうでなくても断るが。

「畜生、離せ！」

　男がもがく。だが力づくではわたしの手からは逃れられない。

「この娘に謝るのが先だ」

「ちっ、誰が……！　おい！」

　どうやら連れがいたようで、男が合図を送る。後ろから殴りかかってくるその拳を、そちらを見るまでもなく避けると、もう一人は勝手に体勢を崩して転倒した。ついでに反省の見えないこの男も、足を払って投げ飛ばし、仲間の上に落としてやる。

「ぐえ！」

　男が蛙を潰したような声を出すと、わっと辺りがわいた。はっとして辺りを見ると、周りに人だかりができている。なんだか、昨夜もこんなことがあった気がする。

　戸惑うわたしに、拍手と声援、そして何かの包みがそこら中に飛び交う。足元に落ちたそれをひとつ拾い上げてほどくと、中には銅貨が入っていた。

「これ……」

　慌てて返そうとするが、次から次へと投げ込まれ、もう返却するのは難しそうだ。困っていると、急に手を掴まれた。

「お姉さん、ありがとう！　とっても強いのね！」

　酔っ払いに絡まれていた娘が、顔を輝かせてわたしに飛びついてくる。長い茶色の髪をおさげにし、紅いドレス……というには一風変わった、布を幾重にも重ねたような服がよく似合っている。年頃はカーラくらいだが、雰囲気的には妹のベアトリーチェを彷彿とさせる。

「怪我がないなら良かった。でも、騒ぎにしてしまって……」

　結果的に少女を見世物のようにしてしまったことを申し訳なく思っていたのだけれど、彼女はわたしに向かってにっこり笑うと、ぱっと聴衆に向き直り、小さな体を精一杯伸ばして大きく手を振った。

「みんな、ありがとう！　あたしは無事よ！」

　その天真爛漫な笑みを惜しみなく振りまき、ますます場が盛り上がる。どうやら要らぬ心配だったようだ。しかし、そのときねっとりと纏わりつくような、嫌な視線を感じた。見れば、のした男たちが立ち上がろうとしており、その手には短刀が見える。

　溜め息をついてそちらに爪先を向けかけたが、途中で止める。その必要がなくなったことを知ったからだった。

「それを抜くつもりなら、俺も容赦はしないが」

　ベルトルドの低い声は、喧噪の中でもよく通る。当然、酔っ払いたちにもよく聞こえたことだろう。加えてその無表情ゆえの強面と、一目でわかる鍛え抜かれた体。瞬きする間に、絡んできた男たちは震えあがって逃げていった。

「なあに、あの人たち。女子供にしか強く出られないのかしら」

　呆れたように娘が腰を手に当てる。その頃には徐々に野次馬も散っていた。

「とにかく、ありがとう。あたしはリーファ。お礼をしたいわ」

「レオーネです。お礼は構いません。急いでいるので」

　すると、彼女――リーファはきょとんとした顔をした。

「どうしてそんな話し方するの？　さっきの方がお姉さんに似合っていたわ」

「え？　いえ、怖がらせてしまうかな、と……」

「ううん、さっきの方が絶対かっこいいわ！」

　きゃっきゃと騒ぐリーファを見て、わたしはどうも物事を難しく考えすぎているのかな、と思う。

「ねえ、どうして急いでいるの？」

「馬が怪我をしているんだ」

「わかったわ！　つまり、馬の手当てとお世話、それとふかふかのお布団においしい食事をお求めなのね？」

　そこまでは言っていないのだが。ベアトリーチェで慣れていたつもりだけど、この勢い、彼女も凌ぐ。

　目を白黒させるわたしに構わず、リーファはうんうんとうなずいて見せると、わたしたちを手招きして歩き出した。

「まかせて。全部揃っているところを知っているわ。すぐそこよ！」

















第三章　くせ者策士フェイ












　勢いに負けてリーファの後をついていくと、案内された先は宿だった。

　堀の上に架かる紅い欄干の橋。よく手入れされているのがわかる花や木々が、門までの道を彩る。足元の小石でさえ規則的に並んで文様を作り、そして、建物の灯りは柔らかく、暗くなり始めた辺りを彩っている。今までいた通りは観光客と客引きで人がごった返していたが、ここは少し奥まった場所にあるからか人も少なく、閑静だ。

　観光地のことはよく知らないが、わたしにもこれだけはわかる。

「高級そうな宿だ……」

　つい、ぽつりと口から出てしまった。元王族らしからぬ発言をしてしまったが、ゼルジオスでは質素に暮らしているのだ。あまり贅沢するのは気が引ける。

　聞こえないように呟いたつもりだが、リーファには聞こえてしまったようで、くるりとこちらを振り向いた。

「心配しないで。恩人からお代を取ったりしないわ」

「というと……」

「ここがあたしの家なの」

　薄々そんな気はしていたが。

　腰に手を当て、得意げに言う彼女の肩に手を置く。

「気持ちは嬉しいけれど、代金を払わないわけにはいかない」

「お人よしね。じゃあ、こうしましょう。お代は、さっきお姉さんが貰ったおひねりで」

　そう言って、彼女は自身の服の袖に手を入れた。手のひら一杯に包みを載せても、まだ袖はパンパンに膨らんでいる。一体、いつの間に拾い集めたのやら。

「ほら、厩舎はこっちよ。馬医者もちゃんと雇っているから安心して」

　リーファと話していると、何を言っても泊まることになりそうだ。困ってベルトルドを振り返るが、彼はとくに迷っている風ではなかった。

「ここまで言ってくれているのだから、世話になろう。ここならブラーヴもちゃんと見てもらえそうだ」

「やった！　では、いらっしゃいませお客様。厩舎はこちらでございます」

　ベルトルドが言うのを聞くや、リーファは歓声を上げると口調と態度を一変させ、優雅に一礼してみせた。それから、わたしの手からブラーヴの手綱を取って連れていく。

　リーファの言った通り、厩舎にはちゃんと世話係や馬の専門医もいて、傷の処置もしっかりしてくれた。二、三日も休めば綺麗に治るとのことで、ひとまずはほっとしたのだが。

「しかし、二、三日もここで休んでいては帰りが遅れてしまうな……」

「お姉さんたちは、観光に来たのではないの？」

　答えに迷って、少し考える。別に嘘をつかねばならないような目的ではないし、どちらにせよ策士については情報を集めないといけない。何せ、人里離れた山奥に住んでいるようだし、その情報だけでは探すのは骨だ。一応ベルトルドに視線で確認を取り、彼がうなずくのを見て、リーファへと向き直る。

「わたしたちは、トゴクの山奥に住むという名策士に会いに来たんだ。リーファはその者について何か知っているか？」

「もちろん。それ、一日十回は聞かれるわ」

「どこに住んでいるかは？」

「うーん、あの辺って噂だけれど」

　振り返って、リーファがざっくりと南にある山の中腹を指さす。

「その人の正確なおうちの場所まではさすがに知らないけれど、山道までの地図なら用意できるわ。ここからだと、馬なら大体半日ほどかな」

　それだと移動だけで単純に計算しても丸一日かかる。説得に難航するようなら、もっと時間がかかるかもしれない。

　考え込むわたしに、横からベルトルドが声をかけてくる。

「俺の馬に乗っていけばいい。その間ブラーヴはここで預かってもらえば、帰途までに傷は癒えるだろう」

「えっ、わたしがスフォルツォに？　うまく御せるだろうか……」

「俺を留守番させる気なのか。俺の後ろに乗ればいいだろう」

　珍しくベルトルドに突っ込まれ、自分の勘違いが恥ずかしくなって咳払いする。よく考えなくてもそうに決まっているのだけれど、誰かに馬に乗せてもらう発想が出てこなかった。

「なる……ほど」

　それは名案、とばかりに返事をしてから、想像して思わず声が上ずってしまった。二人乗りというと、結構……密着する。そう思って見上げて、目があって、ますます動揺してしまう。

　何を考えているんだ、わたしは。

　よかった。辺りが暗くて。照明の炎が赤くて。これならきっと、顔が赤くてもバレない。

「……あたし、察しました」

　ぼそっとリーファが声を上げ、思わず肩がびくりと跳ねた。

「リーファ？」

「馬の手当も終わりましたし、お部屋にご案内いたしますね、お客様。ちょうどうちで一番いいお部屋が空いてるんですよ。さあさあこっちです」

「リーファ、気持ちはありがたいが、わたしたちは寝る場所があればそれで……」

　ついベルトルドみたいなことを言ってしまった。すると、リーファがそっと顔を寄せてきて、小声で囁く。

「あたしはトゴク老舗宿の娘ですよ。隠してもわかります。お二方、ご身分の高いお方でしょう。言葉使い、立ち居振る舞い、馬を見ればわかります。外つ国のお偉い様に粗相があっては我が宿の恥。どうぞ遠慮なく」

　ここまで言われると、断るのも微妙になってしまう。結局またもリーファの勢いに負け、案内されるまま彼女の後について宿に入り、幾度も階段を上って、最上階まで連れていかれる。

「こちらが我が宿自慢、風光明媚なトゴクの景色を余すことなく満喫できる客室露天風呂付きの続き部屋。去る王室の方々御用達のお部屋でございます」

　戸惑いながらついてきたものの、その部屋のあまりの美しさに口を開けて見入ってしまった。

　決して派手過ぎず、落ち着いた格調高い装飾。一目で上質なものだとわかる拵えの椅子、二人で使うには広すぎるくらいのベッド。正直、わたしの部屋よりも何倍も豪華である。

「お風呂は温泉の湯を引いているので、いつでも入れますよ。すぐにお食事の用意をしますので、ごゆっくりお寛ぎ下さいね。では」

　トン、と戸が閉まる音がしてリーファが去ると、とたんに辺りが静まり返る。

　どうしよう。いや、どうしようも何もないんだが。昨日だって一緒に宿に泊まっているし、そもそも今は普段から同部屋だ。

　だけど、見慣れぬ異国の地で、美しい景色で、素晴らしい部屋で、そんな特別感は、いつもと違う雰囲気を作ってしまう。……と思っていたが。

「このような豪華な部屋に泊まれるなんて、幸運だったな」

　物珍しそうに部屋の中を見回しているベルトルドは、どうやら通常運転のようだった。

　特別感にのぼせていたのは、どうもわたしだけらしい。

「しかし、魔法もなしに、このような高階層にどうやって湯を運ぶのだろうか」

「それは、水路と同じように温泉から引いているのでは……」

　説明しかけて、はっとする。そういえば、ゼルジオスには水路がない。火も水も魔法だ。

　ベルトルド自身は魔法を使えなくとも、ゼルジオスに住んでいたらやはり魔法中心の生活になるようだ。

「魔法がなくとも、人の手は同じようなことができるものなのだな」

　……魔法より、途方もない労力がかかるけれど。

　でも、ベルトルドがどことなく嬉しそうなので、それは言わずにおいた。たぶん、ベルトルドはあまり魔法が好きではないのだろう。

　わたしも、王都の惨状を思い出すと、恐ろしい力だと思ってしまう。だが、魔法の力なしにゼルジオスが復興することはできるのだろうか。

「……レオーネ」

　ふと名を呼ばれて、思考を手離し隣を見上げる。

「俺は言葉がうまくないから、不快にさせたらすまないのだが。やはり、言っておかねばと」

　突然勿体ぶってそう言われ、まともに動揺してしまった。やっぱりベルトルドにも特別な雰囲気があったのだろうか。一体何を言われるのかと、期待半分不安半分で待っていたのだが。

「さっきは……助けに入って済まなかった。君が勝てないと思っていたわけじゃない」

「え？」

　予想外すぎて、間の抜けた声を上げてしまった。

「なんの話かと思ったら。あんな人の多いところで刃物を抜かれたら面倒だったし、早めに対処してくれて助かった。詫びることなどない。わたしこそ礼を言わねばならなかった」

「怒っていないのか？」

「当然だ」

「……なら、始めから俺が殴っておけばよかったな」

　長い溜め息とともにそう吐き出して、ベルトルドが荷物を置き、その場に腰を下ろす。

「助けになど入れば君に失礼かと思い、自重してしまった。すまない」

　組んだ手の上に頭を乗せ、顔を伏せたまま、ベルトルドがまたも謝罪を口にする。

「それも詫びることじゃない。実際、あんな奴らにどうもされやしない。あなたもよくわかっているはずだ」

「それは勿論だ。だがあんなもの黙って見ているのは不快極まる」

「……すまなかった。勝手に飛び出してしまって」

　わたしも荷物を下ろし、ベルトルドの向かいに腰かける。

「君は悪くない」

「今回のことだけでなく。前に、わたしが見くびるなと怒鳴ったから、よけいな気を遣わせてしまったんだろう。そのことも」

「いや、あれは俺の言い方が悪かった」

「そんなことはない。誤解したわたしが悪い。あなたはいつだってわたしを尊重してくれていたのに」

　軍にいて、女だからと舐められることは日常茶飯事だった。かといって、王女として城にいても求められる役割を果たせるわけではなかった。

　だけどベルトルドは、わたしが女でも正面から斬りかかってきた。

　輿入れの日、鎧を身に着けたわたしを真顔で美しいと言った。

「当たり前の価値観にとらわれずに相手を判断できるのが、あなたの人徳の所以だろう。わたしはそこに惹かれたというのに、今さら下らない疑いをかけた。すまない」

「……空気が読めないとか唐変木とかはよく言われるが、君にかかるとそういう言い方になるのか。それが君の人徳の所以だな」

　顔を上げたベルトルドは、先ほどと違って穏やかな顔をしていた。

「君は何を言われてもどんな状況になっても、相手を責めずに自分を律する。人々から愛されるわけだ」

「そ、それはさすがに買い被り過ぎだ」

「そんなことはない」

　そうだと思う。でもそんな風に言ってもらえるのは素直に嬉しい。嬉しいが……こう、むずがゆくもある。照れてしまってそのあとの言葉が継げずにいると、そんなわたしを見てベルトルドはふっと笑った。

「まあ、せっかくの機会だ、ゆっくりさせてもらおう。荷物は整理しておくから、湯に浸かってくるといい」

「あ、ああ……」

　同じ部屋にいて、隣で風呂に入るというのは、なんだか落ち着かないのだけれども。

　でもせっかくなので、続き部屋を通って浴室を覗いてみる。一応、ちゃんと鍵はついていた。彼に限って覗くなどということはないとは思うが。いっそそれくらいしてくれた方が、わたしも覚悟が決められそうな気もするが、どの道そんな発想すらなさそうだ。

　屋根はなく、半屋外で、風が通って心地良い。通りではなく山の方を向いており、人の目を気にすることなく、風呂に浸かりながら景色を楽しめるという趣向のようだ。手をつけてみる。熱すぎずぬるすぎず、湯加減も丁度よい。

　扉を閉めて鍵をかけ、服を脱いで体を湯に沈める。

「これはなかなか……」

　風を感じながら湯あみをするなど初めての経験だが、なかなかどうして心地良い。顔を上げれば満点の星空だ。昼間なら、あのトゴクに着いたときに見た景色を楽しめるだろう。これは癖になりそうだ。

　だけど、この先ここに来ることはきっとないだろう。

　また戦友のように、と言ってもらえて、変な気まずさはなくなった気がする。でも、今後二度とないかもしれないこの機会を、本当に戦友としてだけで過ごしてしまっていいのだろうか。彼もそれでいいのだろうか。

「やっぱり買い被りだ。わたしだって責めたくもなる」

　輿入れの日に鎧を着る女に、美しいなどと言って。

　打算で選んだのではなくわたしを手に入れるための打算だったなどと言って。

　もうどうにもならないほどの窮地を、あんなにかっこよく助けておいて。

　なのに今は傍にいればそれでいいとか、その温度差は一体何なのだ。どうしてわたしばかりがカーラや他の使用人、クラウディオにまでも焚きつけられていることに焦らなければならないのだ。

「ああ、もう……」

　伸ばした手を額に当てて、唸る。

　ずっと湯に浸かって考え事をしていたせいで、少しのぼせた。湯から出て、湯桶のふちに腰かける。

「相手を責めず、自分を律する、か。うん……自分から動こうとはしていなかったな」

　攻めあぐねたからとて、守り一辺倒では決着がつくはずない。誰だって初陣は怖い。

「……よし」

　気合を入れて、立ち上がる。

　汗ばむ肌に、風が心地よかった。






　決意したまでは良かったのだが、結局なかなか湯から出られなくて、すっかりのぼせてしまった。作戦を入念に立てすぎた。

　一緒に風呂でこの景色を……と言えれば早い気がしたが、さすがに難易度が高すぎる。

　夜景を楽しみながら酒を嗜む。いやそれではあんまり攻めてない。

　結局、こういう駆け引きをまるで知らないわたしは、正々堂々いくしかない。もう少し夫婦らしくなりたい。距離を縮めたいのだと、まずは胸の内を話してみよう。

　という結論に落ち着いて浴室を出る頃には、いい匂いが漂ってきている。長湯しすぎた。

　脱衣所に用意されていたトゴクの寝間着は、袖はあるものの一枚布を体に巻き付けて帯で結んで着るような形状のものだった。見た目にはネグリジェとそう変わらないのかもしれないが、すぐ脱げてしまいそうで心許ない。着るかどうか迷ったが、思い切ってそれをまとい、部屋へと戻る。

「すまない。食事を待たせてしまった……」

　窓辺に座っていたベルトルドに声をかけて、そして途中で口を噤む。

　彼は窓辺にもたれながら、書類を手にして眠っていた。一体何を読んでいるのかとそっと近寄り、手元を覗いてはっとする。各地の復興状況や問題点などをまとめた報告書のようだった。

　以前ほどではないにせよ、その寝顔には疲労の色がある。

　……それはそうだ。ようやくゆっくりできるようになったのは、最近のことなのだから。ゼルジオスが壊滅してから、一年と少し。まだたったそれだけしか経っていないのだ。

　せっかく決意したけれど、やっぱり今夜はやめておこう。今のベルトルドに、これ以上負担はかけたくない。

「……レオーネ？」

　ふと気がつくと、ベルトルドが目を開けてわたしを見上げていた。

「すまない。眠ってしまっていたようだ。身元や策士に会う理由などをあれこれ詮索されても面倒なので給仕は断ったし、急かすこともないと思って声をかけなかったのだが、食事が冷めてしまうな……」

　慌てて読んでいた書類を懐に仕舞い、ベルトルドが珍しくうろたえた様子を見せる。眠っているところを見られたからだろうか。考えてみたら、わたしが傍まで来ても気づかないなんて珍しい。きっとそれだけ疲れているんだ。

「構わない。疲れているだろう。わたしこそすまない、食事を待たせてしまったな。あぁ、それともベルトルドも風呂に行くか？　露天というのは初めてだったが、なかなか良かったぞ」

「いや、せっかくだから先に食事にしよう。まだ冷めきってはいないはずだ」

「でも、先に汗を流してからの方がいいのではないか？　部屋にあるのだからまた後でゆっくり入ることもできる。このトゴク風の寝間着も着心地がいい……」

　腕を広げて服をよく見せようとしたのだが、胸元で布を重ね合わせて着用しているので、腕を広げた拍子にはだけそうになり、慌てて閉じる。

「……では軽く流してくるので、先に食べていてくれ」

「……あ、はい」

　ベルトルドが立ち上がって風呂へと向かい、その間にわたしはきっちりと胸元を直して、先ほどよりも固く帯を結び直したのだった。






「それでは、責任をもって預からせていただきますね」

　リーファが、そう言って笑う。

　ブラーヴの怪我はすっかり良いように見えたが、昨日の今日だ。大事を取って休ませた方がいいだろう。ということで、ベルトルドの後ろに跨る。白いブラーヴとは真逆の漆黒の毛は、まるで濡れたようにつややかだ。

「しっかり捕まっていないと危ないぞ」

　彼の手を借りて後ろにまたがり、鞍をつかんでいると、そう声をかけられた。

「ちゃんと鞍を持っている」

「それだけでは危ないと言っている。落ちてもわからないだろう」

「そんなヘマは……」

　しない、と言いたいところだが、捕まるところは鞍しかないし、鐙もない。妙な意地を張るところではないだろう。

「言うことを聞かないなら前に乗せるぞ」

「わかった。言うことを聞く」

　ベルトルドの駄目押しもあって、ええいとばかりにぎゅっとその背にしがみつく。このままでは本当に前に乗せられかねない。それは子供みたいで恥ずかしい。しがみつくと、少しベルトルドの体が強張ったように感じた。強く掴み過ぎただろうか。

　だがいざ走り出すと、思ったよりも安定しなくて、その銅に手を回し、さっきよりもしっかりと彼の体を掴むことになった。

　信じられないほど密着しているのに、鼓動は穏やかだ。自分で馬を操っていないことにもっと不安になるかと思ったけれど、それもない。わたしがどんなに鍛錬しようと決して得られることのないこの体躯は、羨望の的でもあり、少し悔しくもあるが、それ以上に強く惹かれてしまう。頼っても、体を預けても平気だという安心感がある。

　ずっとこうしていたいと思ってしまうほど。そんな時間が穏やかに流れていく。

「……ネ。レオーネ？」

「……！　な、なんだ！」

　ふと気がつくと、ベルトルドがこちらを振り返っており、とっさに叫んでしまった。

「あ、いや、すまない。急に声をかけられて驚いた」

「何度か呼んだのだが」

「そうだったのか。蹄と風の音で……」

　焦りで、知らず言い訳が口をついてしまう。

　不審に思うくらいなのだから、それらの音に負けないくらいの声で呼んだに違いない。それなのに気づかないほど安心しきっていた。

　いくらトゴクが平和な国とはいえ、だいぶ人里も離れた。野盗がいないとは言い切れない。獣だって出るかもしれない。なのに呼ばれて気づかないほど気を抜くなど言語道断だ。

　ただでさえわたしは、以前に一瞬の油断でクラウディオを攫われているのに。

「……すまない、言い訳だな。油断していた。気をつける」

　そう言うと、なぜかベルトルドは口元に笑みを浮かべた。そして、馬の速度が落ちる。

「ベルトルド？」

「休憩にしよう。ちょうど水場もある」

「別に、疲れていて気づかなかったわけじゃない」

「ああ。だがそろそろ馬を休ませねばならない」

　もうそんなに走ったのか。

　そんなことすら把握してないなんて、わたしも焼きが回った。自分で思っているよりもずっと腑抜けているようだ。

　だから、呆れて彼も笑ったのだろうか。そんな人ではないとはわかっているものの、他に理由もわからない。

　馬を降り、水を飲ませている彼は、まだどことなく笑っているように見える。笑顔というわけではないが、その薄い表情を読み取るのはもうさほど難しいことではない。

「……なんで笑っているんだ？」

　率直に問うと、彼は少し驚いたように自分の口元に手を当てた。

「笑って……いたか？」

「さっき。今もどことなくそう見える。気のせいだったらすまないが」

　でも気のせいでない自信はある。彼が慌てているところを見ると、自覚もありそうだ。

「……君が」

「わたしが？」

「そんなに気を抜いているところなど見たことがなくて」

　かぁっと顔に血が昇るのが自分でわかった。悶えそうになるほどの羞恥を押し殺し、冷静になるように努めるものの、まるでうまくいきそうになかった。

　これほど自分の感情が思い通りにいかないなんて。

「すっ、すまない。ゼルジオスの復興がかかっている大事な旅で気を抜くなど……」

「俺もよく真面目だの堅いだの言われるが、君の方がよほどそうだな」

　少し呆れたように言って、彼は慣れた手つきで馬を繋ぎ、再び水場に戻って座り込んだ。

「ずっと張りつめていると切れてしまうぞ。そんな部下を何人も見てきた。君にも覚えがあるだろう」

「それは……そうだが。今は気を抜いていいときじゃないだろう。そもそも馬を怪我させたのもわたしの不注意で」

「あの状況、かすり傷ですんだのはむしろ幸運だ。俺がそうならなかったのも、単に運だ」

「なら、なんで笑ったんだ」

　さっきからいくら考えてもまったくわからない。そんなわたしを見て、ベルトルドは少し複雑そうな目をしてから、その視線を水場へと向けた。澄んだ水はさらさらと流れていく。風は豊かな木々を揺らし、涼し気な音色を奏でている。しばしその音をきくともなしにきいていたのだが。

「いついかなるときも隙を見せない君が、俺の後ろで気を抜いているのが嬉しかっただけだ」

　それらの音が、一瞬で消えてしまう。

　王女だからとか、妻としてどうこうだとか、この旅の目的とか、そういうものがぜんぶどうでもよくなって、身を委ねたくなってしまう。

「……などと、すまないな。腑抜けていたのは俺の方だったようだ」

　思わず身を乗り出しかけた瞬間に、ベルトルドが自らの顔を押さえ、合っていた視線が遮られる。それで、わたしも我に返る。

　危なかった。昨夜、これ以上ベルトルドに負担をかけたくないと思ったばかりなのに。それを思い出して、わたしも深呼吸したときだった。

　枝を踏む、小さな音がした。――誰かいる。

　ベルトルドも当然気づいただろう。人の気配に顔を上げると、水場の向こうの茂みから、一人の青年が姿を現した。面立ちは同じくらいの歳に見えるが、髪は見事に白く、肩のあたりで緩く束ねられている。瞳は翡翠のような色で、神秘的な出で立ちだ。

「――セルフィノ」

　ベルトルドが立ち上がり、佇む彼に声をかける。

　すると、彼は温和な笑みをその整った顔に浮かべた。ただし、その目つきから真意は読み取れない。

「その名は捨てました。今はフェイと名乗っております」

　そう言って、彼は恭しくこちらに向けて一礼した。ベルトルドは策士と旧知の仲と言っていたから、そのやり取りでピンとくる。

「では、あなたが世に名高い名策士の？」

「ええ、いかにも。私が世にも名高い名策士でございます」

　思っていたより、ずっと若い。人嫌いで山奥に籠っているというので、なんとなく仙人のような人を想像していた。そういえば歳を聞いていなかった。

　そして……思っていたより変人だ。実際に高名な策士だとして、普通自分でそれは言わないだろう。若干呆れていると、彼はどこかよそよそしい笑みを一変させ、にこにこと人好きのするそれへと変えた。

「ああ、これはこれは、ゼルジオスのベルトルド将軍ではないですか。隣の女神に気を取られて、今の今まで気がつきませんでした。失礼を」

　微塵も失礼と思っていなそうな声と顔で、フェイと名乗った青年が詫びる。旧知の仲と思われるベルトルドへの挨拶は取ってつけたようにそこそこに、彼はわたしをまじまじと見た。

「美しい女神様。名をうかがっても宜しいでしょうか？」

　問われ、思わず後ろを振り返ってしまう。

「貴女ですよ、貴女。そこの神々しい金の髪の貴女です」

　山の女神でも現れたのかと思ったのだが、違ったようだ。……というか、まあ、他にいないのは承知だが、なんとまあ白々しいことを言う。よけいに呆れた。

「失礼、そのように呼ばれたことがないもので。レオーネと申します」

「レオーネ様。貴女にぴったりの美しい名前でございますね。お国はどちらで？　趣味は？　お好きなものはなんですか？」

　美しい名前……だろうか？　いや、自分の名は気に入っているが、どちらかというと勇ましい名ではないだろうか？

　それにしても、想像していた人と違いすぎる。名を騙った別人ではないのだろうか。

「セルフィノ、彼女は俺の妻だ」

　面食らっているわたしに、ベルトルドが助け船を出してくれる。

「フェイだと言っているではありませんか。まあ、立ち話もなんですし、家に来ますか？　隠遁生活ゆえに大したもてなしはできませんが」

　あぁ、そうか。最初から妻だと言えば良かったのか。ゼルジオスではわたしをベルトルドの妻と知らない者はいないから、こういう状況になることがなかったので戸惑ってしまった。

　だが、悪びれもしないところを見ると、あまり意味はなかったかもしれない。

　問うておきながら返事も待たず歩き出す彼の背から、ベルトルドへと視線を移す。

「……本当にあれが噂の策士なのか？」

「ああ。すまん、あんな性格ではなかったはずなのだが……」

　ベルトルドも困ったような様子で小声で返す。

「少し驚いたが、人嫌いと聞いていたのでもっと取り付く島もないのかと思っていたし、話を聞いてくれそうでひとまず良かったじゃないか。行こう」

　変な人には違いないが、門前払いは食わずにすみそうだ。だがベルトルドはさっきとは逆に険しい顔で、馬の方へ歩いていった。






　フェイは、さもすぐそこに家があるかのような口ぶりだったが、その後けっこう歩いた。しかもだんだん道なき道になっていったもので、馬連れのこちらは通れる道を探しているうちに彼の姿を見失い、山中で野営も覚悟した頃、煙が上っているのに気がついて、どうにか辿り着いて今に至る。

　質素な小屋の扉を開けると、ちょうどフェイが盆に茶を載せて運んできたところだった。

「最近お茶に凝っているんですよ」

　雑談の続きでもするように、フェイが軽い調子で声を上げる。

「ほら、綺麗な色でしょう？」

　にこにことそう言って盆を見せるフェイに、わたしは喉元まで出てきた文句を飲み込んだ。こちらが馬を連れているとわかっているのに、明らかに通れないような道を通ったことには悪意しか感じられない。わざと山中をうろうろさせたに違いない。

　わたしとベルトルド、それにスフォルツォだからなんとかなったようなものの、並みの人間なら遭難しているかもしれない。

　だけど、まだわたしはこのフェイという男の人柄を把握できていない。下手を打って手を貸してもらえなくなっては困る。

　そこはぐっと耐えて、言われた通りに彼の淹れた茶を見ると、透き通った緑色をしていた。たしかに綺麗な色ではあるが。

「これは……お茶、なのですか？」

「ええ。あなた方が普段飲んでいるものとは色が違うかもしれませんが、茶葉の種類は同じですよ。違うのは醗酵度合いです」

　そう言って、フェイはテーブルではなく床の上に茶を置くと、その場に腰を下ろした。

「客用の椅子がないもので。どうぞその辺にお座り下さい。冷めないうちにお茶をどうぞ」

　ベルトルドと顔を見合わせるものの、どちらからともなくその場に座り、勧められるままにカップに口をつける。持ち手がないので、カップというより椀だろうか。

　茶葉はわたしたちが飲んでいるものと同じと言っていたが、味もまったく違う。もっと口当たりがまろやかで、ほのかに甘いが、甘味料による甘さとはまた違う。

　それにしても、熱くもぬるくもない絶妙な温度だ。わたしは茶に詳しいわけではないが、この味を引き出すのも、この温度で客に出すのも、タイミングが難しいのではないだろうか。それなのに、なのに、いつ到着するともしれないわたしたちが小屋を訪れたときには、彼は茶を淹れ終わっていた。

「それで、本日はどのようなご用件でしょう？」

「何度か書簡を出したはずだが」

　フェイの問いかけに、ベルトルドが端的に答える。

「書簡、ですか。そのようなもの、掃いて捨てるほど届くもので。このようなところに隠遁しているというのに、ご苦労なことです。こんなところまでしょっちゅう届けてもらうのも大変なので、月に一度にしてもらっているのですが、それはもう膨大な量で。馬が荷台を引いてこないといけないほどです」

「そんなに？」

「いくらなんでもそんなわけないじゃないですか。冗談です」

　寸分も表情を動かさず、声の調子も変えず、さらりと言われて思わず茶を噴きそうになった。

「こんな戯言を素直に信じるとは。お美しいだけでなく、可愛らしい方ですね」

「冗談は結構です。手紙を読んでないなら改めて申し上げますが、ゼルジオス復興に力を貸していただけませんか？」

「なぜ私が、私を追放した国のために？」

　にこにことした表情はそのままに、一瞬の迷いもなく、フェイが一息で答える。まぁ、そうだろうな。

「そも、私は戦争も禁呪の研究もやめるべきと陛下に申し上げてきました。それが陛下の逆鱗に触れ、あわや処刑にまでなりかけたのです」

「陛下にそれを言えば、そうなることは目に見えていた。お前だってわかっていただろう」

「ええ。でもそのうち滅亡するだろうゼルジオスと共倒れになるくらいなら、国外追放になろうかと。処刑の危険もありましたが、どうせ死ぬわけですし」

　つまり、フェイはゼルジオスのあの惨状を予期していたことになる。予期した上で、自分だけ沈みゆく船からまんまと脱出したのだ。

「つまり、将軍はこう言いたいのでしょうか。自分だけ国を見捨てて逃げたのだから、私にはゼルジオスのために尽くす義務があると」

「それは邪推しすぎだ。ただ、お前ほどの者がなぜわざわざ陛下の逆鱗に触れるようなことをしたのか気になっていただけだ。元気そうで何よりだと思っている」

　とたん、フェイは興を削がれたような顔になり、茶を一気に干した。

「で、将軍はそれを言いにわざわざここまで？」

「いや。さっきレオーネが用件は話しただろう。ゼルジオス復興にお前の力を貸してほしい。クラウディオ殿下はお前の追放令を解くと仰せだ」

「嫌だと言ったら？」

「俺は主命を受けてここに来ている。首を縦に振るまでここを動かん。……と言いたいところだが、そういうわけにもいかん」

　そのままベルトルドが黙してしまい、フェイは浅い溜め息をついた。

　まあ、こういう交渉事、ベルトルドには向いていないだろうな。彼の性格を考えれば、本当に相手が「うん」というまで外で野営でもしていそうだけれど、今はそんな余裕もない。

　ここはわたしの出番だろうか。

「フェイ殿、ご存知かもしれませんが、ベルトルドは王太子であられるクラウディオ殿下を擁立して元帥となりました。また、我が祖国アルデーリアも全力でゼルジオスを支援しています。どうにか生き残った者たちの生活も落ち着いて参りましたが、わたしたちはもともと一介の軍人にすぎません。殿下もまだ幼い。これから復興に向けてどうすればいいのか、あなたのお知恵が必要なのです」

　まずは正攻法で。フェイはベルトルドのことを将軍と呼んでいるし、手紙など知らないという風なので、かいつまんで事情を説明する。すると、彼はその顔に穏やかな笑みを戻し、ほう、と相槌を打った。

「世捨て人ゆえそちらの事情は存じ上げませんでした。王都が吹き飛んだことくらいは風の噂で聞きましたがね。なるほど、ずいぶん思い切った手段に出たのですね、ベルトルド将軍――失礼、元帥は」

　そう言って、彼は改めてまじまじとわたしを見た。

「とすると、貴女はアルデーリアの『金獅子』レオ将軍でしたか。あまりにも可憐なお方なので二つ名と結びつかず、気づかずに失礼いたしました」

「はぁ」

　割と見たまんま、としか言われたことがないので、そんなことを言われても白々しい。ついそれを態度に出しそうになってしまって慌てて咳払いでごまかす。

「あの朴念仁が妻などと言うもので驚きましたが、合点が行きました。あなた方は政略結婚というわけですか」

「そう……ですが」

　それだけでもない、などと彼に説明したところでどうしようもない。それに政略的な婚姻だったのは事実だ。しかし、なぜそこに突っ込むのか。

「ますます気が乗りませんね。つまりベルトルドはゼルジオス壊滅によって、元帥の座と美しい妻を手に入れた。この上有能な策士まで手に入れようというのは贅沢でしょう」

「そのような言い方……」

　それではまるで、ベルトルドが祖国崩壊を喜んでいるみたいではないか。むっとして身を乗り出したわたしの肩を、ベルトルドが掴んで押し戻す。それを興味深そうに眺めながら、フェイが再び口を開く。

「そのような、とは？　私は事実を口にしただけです。ベルトルドがそれを望んだなどとは申しておりませんが」

　屁理屈にしか聞こえない。あの言い方に悪意がないとはとても思えない。

　もうこんな奴の手を借りずとも良いのでは、と考えかけて、私情を挟んではいけないと静かに深呼吸する。わたしは単に、ベルトルドを侮辱されて腹が立っているだけだ。しかし当の本人であるベルトルドは苛立つ様子もなく、いつも通り淡々と語る。

「別に否定しない。ではお前は、俺が何か失えば協力してくれるのか」

「そんなことは言っていませんよ。ただ考えてもみて下さい。最初に戻りますが、なぜ私が追放された国のために尽力する必要があるのです。私に益がありません」

　それは……そうだ。

　失礼ながら、亡きゼルジオス国王はそう人望があったと思えない。この人に忠義心は望めそうにない。協力を要請するなら見返りがあってしかるべきだ。

「失礼いたしました。望むものをなんなりと、などという余裕はありませんが、可能な限りご希望に沿うものを用意いたします」

「そう言われましても、ご覧の通り、山奥で茶でも飲んでいれば楽しく過ごせる性質です。私は何よりも平和が好きだ。それを脅かす金や権力にはことさら興味がありません」

「何ならフェイ殿を満足させられるでしょうか」

　単刀直入に聞くと、彼は「そうですねぇ」と目を細めてわたしを見た。

「では、あなたを」

「は？」

「あなたが私のものになって下さるなら、ゼルジオスに行きましょう」

　この瞬間、今まで飲み込んできたこの男への不快感が限界を突破しかけた。しかしこれも、辛うじて堪える。

「わたしはベルトルドの妻なのですが？」

　さっき得たばかりの知見を使ってみる。とはいえ、もうベルトルドがそう述べたはずだし、自分で政略結婚にも触れていたと思うのだが。

「さっき彼からそう聞きましたよ。ですが、それに何か問題が？」
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「失礼ながら、あなたの倫理観を疑います」

「倫理観、ですか。あなた方は政略結婚でしたよね。では、利害のために愛しているわけでもない男にその身を捧げるのは、倫理にもとらないのでしょうか」

「それは……しかし、わたしは王女です。民の幸せの礎となるのが王家の務め」

「そうでしょうね。ですが王族でもなんでもない私がそれを理解できなくとも致し方ないと思いませんか？　倫理観など身分環境、生まれ育った国の文化で変わります。自分の基準に合わないからとて詰られる謂れはないですね」

「ぐっ……」

　駄目だ、この男に口で勝てる気がしない。

　しかし、なんだかんだ言ってこの男は賢い。茶を用意する時間、返答、そしてこれは単なるわたしの印象でしかないが、すべての言葉が計画的に発せられている気がする。

　とすれば、わたしが手に入るならというのも、何かの意図があってのことなのだろうか。

「同様に、国が定めているだけの結婚制度もわたしにはあずかり知らぬことです」

「……帰ろう、レオーネ」

　黙していたベルトルドが、突如立ち上がる。

「話にならない」

　声こそ静かだが、彼は珍しく、見てわかるほどに怒っていた。わたしですら固唾を呑んでしまうほど。かける言葉を見失ってしまうほどに。

　だというのに、フェイはなおもしゃあしゃあと声を上げる。

「おや、いいのですか？　私の才知は今後のゼルジオスの命運をわけると、あなたはご存知のはず。それを私情でふいにしても」

「待ってくれ、ベルトルド」

　今にも出ていきそうなベルトルドの手を掴んで止める。それから、感情を顔から消すよう努めて、フェイの方を振り返る。

「あなたに問題がなくとも、ゼルジオスの民はどう思うでしょうか。ただでさえ禍根のある元敵国の女が、夫のある身で他の男と懇意にしていては反感を買います」

「アルデーリアの人間である時点で、反感など嫌というほど買っているでしょう。どう転んでもゼルジオスは貴女にとって針の筵。それに貴女ほどの人が妻の座におさまって、夫を支えて生きるというのも人材の損失ではないでしょうか。その婚姻は確実にあなたを縛っています。ねえ、ベルトルド」

　ベルトルドが言葉に詰まる。それは辛うじて激昂をこらえているようにも見えた。

「……何が言いたいのですか」

「率直に申し上げると、離縁した方が良いのでは？」

「あなたはアルデーリアの後ろ盾が必要ないと？」

「ええ」

　即答し、フェイが不敵に笑う。そろそろ平静を装うのも限界になってきた。

「まあ、さすがにすぐにとは言いませんが……私の力をもってすれば、ゼルジオスは他国の支援など不要なくらいに復興するでしょう。その上で、周辺諸国との友好関係もお約束します。私は平和が好きですから」

　今、最高にギスギスしているのだが。

　別に、わたしは望まぬ生活を強いられているわけではない。剣を志した身ではあるものの、わたしも戦は好きではない。王女の身分にも将軍の肩書にも未練はない。ゼルジオスの人々も、今は充分よくしてくれている。むしろ……彼の傍で生きられるのが幸せだと思っているくらいなのに。それに甘えそうな自分を必死で律しているほど。

　だけど――だからこそ、もうアルデーリアではなくゼルジオスの人間であればこそ、ゼルジオスが繁栄するなら、それが何よりのわたしの願いだ。

「……わかった」

　ベルトルドがわたしを見たのが、気配でわかる。だが、そちらは見ない。

「と言いたいところだが、あなたが本当にそこまでゼルジオスを復興できる保証はない。今承諾してもそれこそわたしに益がない」

「それもそうですねぇ」

　なんとかわされるかと思ったが、意外にもフェイはあっさりと認めた。なので遠慮なく切り込ませてもらう。

「本当にフェイ殿がわたしを手に入れたいと望むなら、その知略でわたしの心を手に入れてみてはいかがでしょうか」

　しばし、沈黙が場を支配する。ややあって、ふっとフェイが目を細める。それからもたっぷり間をもたせて勿体ぶってから、いかにも芝居がかった仕草で一礼し、おもむろに彼は口を開いた。

「わかりました。このフェイ、貴女の心を勝ち取るため喜んでゼルジオスへ参りましょう」
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　ひとまず、どうにかフェイの協力をとりつけられたのはいいものの。

　既に陽も暮れ、フェイも旅支度をするというので、今夜は彼の小屋で夜を明かすことになったのだが、それからもベルトルドとは話をできずにいた。しようとすると絶妙なタイミングでフェイが邪魔をしてくるのである。

　ようやく彼を突き放し、ずっと小屋の外にいるベルトルドに声をかけることができたのは、夜もすっかり更けてからだった。

「……怒っているのか？」

　その背に声をかけても、彼からの返事はない。

　口下手でぶっきらぼうなところはあるが、声をかけられて無視するようなことは今までなかった。

　話の中で、ベルトルドは帰ると言っていた。なのにわたしはフェイを連れ帰ることを諦めなかった。よくよく考えたら、それはベルトルドの意志に背いたことになる。

「悪かった。本音を言えばわたしも帰りたかったし、茶をぶっかけてやろうかとも思ったが、あそこまで言うならよほどなのかと。これで無能だったらそのときには茶を浴びせるくらいでは済ませない」

　場の重い空気をどうにかしたくて冗談めかして言ったものの、ようやくこちらを振り返ったベルトルドの顔は笑ってはいなかった。

「……いや。俺の方こそ悪かった。ゼルジオスの存亡がかかった話に私情を挟んだ」

　その声は静かで、表情から険しさこそ消えているものの、感情自体が消えたような気がする。

　まるで、わたしがゼルジオスに来たばかりの頃のように。

「あいつの……フェイの力は確かなものだ。魔法を使えない俺がゼルジオスでのし上がれたのは、あいつがいたからだ」

「そうか。なら、本当にゼルジオスを復興させてくれると期待してもよさそうだな。悪しざまに言って悪かった」

　そう言えば、フェイはベルトルドと旧知の仲だった。わたしは夫の友人に対して茶をぶっかけるなどと発言してしまったことになる。

「まぁ、フェイ殿もわたしのことをよく知れば、こんな剣の腕ばかりで芋もろくに剥けない女など嫌だと思うだろう。自慢じゃないが、これまで縁談は連戦連敗だ。わたしを美しいなどと言うあたり頭は良くても目は腐っているようだな」

「……俺はそういう冗談は好きじゃない」

　失言をごまかすために言った冗談は、冷めた声に切り捨てられた。

「自分を貶めるような発言は、冗談でもやめてくれ。少なくとも俺の前では」

「わ……わかった。すまなかった」

　場を和ませるどころか、どうやらよけいに怒らせてしまったようだ。それ以上の言葉を失くしてうなだれていると、浅い溜め息が聞こえた。

「謝る必要はない。詫びるのは俺だ。君がその身を挺してまでゼルジオスのために尽くそうとしていることに、俺は感謝せねばならないのに」

「わたしは身を挺したつもりなどない」

　どれほどフェイに能力があろうが、どんなにゼルジオスが復興しようが、感謝はすれど、惚れるかどうかは別の話だ。体よく利用したと言われれば否定できないが、屁理屈をこねくり回したのはお互い様だ。

「だから……怒ってくれて嬉しかった。ありがとう」

「……」

　素直な気持ちを言ったのに、返事は返ってこなかった。せっかくこの旅で縮まったと思った距離が、開いていくのを感じる。でも、この度の目的は策士の助力を得ることだ。それよりも優先されることがあってはならない。

「……ともかく、これで殿下に良い報告ができる」

「ああ、そうだな。ひとまずはそれを喜ぼう。しかし、また野盗が出ないとも限らん。あいつは武術がからきしだ。まずは目の前のことから一つずつ、気を抜かずにいこう」

　ベルトルドが笑ってくれることはなかったが、さっきまでの重い空気がいくらかはマシになる。そのことにほっとしながらうなずき返す。

「野盗とは？」

　そのとき、ふいに別の声が闖入する。

　もちろんフェイなのだが、さっきまでと装いが違うので一瞬誰かわからなかった。ゆるく束ねていた髪はきっちりと結い上げられ、トゴク風のゆったりした服は旅向きの動きやすそうなものに変わっている。

「ああ、明日の装いを考えておりました。どうです、似合うでしょうか」

「ルセノ平原で襲われた」

　フェイの軽口には答えず、最初の質問にのみベルトルドが短く答える。なるほど、という風にフェイが思案するように宙を見る。

「今メレネスは荒れていますからね。食うに困って野盗に身を落とす者も多いとか。ルセノ平原は廃村や砦跡も多いですから恰好の根城でしょうねぇ」

　世捨て人で世情に疎いと言った口で、よくも饒舌に語るものだ。心が奪われるどころかどんどん信用できなくなる。

「しかし、レオーネ姫の馬を負傷させてしまうほどとなると、ただの追いはぎではないかもしれませんね」

「いえ、悪天候でしたし、もう長いこと戦いからは離れているので……」

　ベルトルドも言っていたが、あれだけで済んだのは幸いだった。

　今口にしたような事情もあるし、何より相手は手慣れていて数も多かった。思い返せば、それにしてはいやにあっさり振り切れたものだと思う。振り切れたのではなく、向こうが引いたのだろうか。こちらの力量を見極め、深追いしないようあの中の誰かが指示したのかもしれない。そこまで考えて、ふとそれよりももっと強い違和感を覚えた。

「……なぜ、わたしの馬が負傷したと？」

　それをフェイの前では口にしていないはずだ。

「そうでもなければ、天下のレオ将軍が自分の馬も連れずにここに来たりはしないでしょう？」

　こともなげに答え、フェイがにっこり笑う。

「帰りの心配をそれほどしていないところを見ると、傷は浅いとみえる。大事をとって宿に預けてきたというところでしょうか？　私は馬術にそう自信がありませんので、宿までは頑張りますが、ゼルジオスまでの道中はぜひレオーネ姫の後ろに乗せていただきたいです」

　ふざけてはいるものの、言っていることはすべて合っている。やはりこの男只者ではないようだが……

　それはそれとして、苦手だ。

　私情を挟むべきでないのは重々承知だが、この男のせいでまたベルトルドとの間に気まずい空気ができてしまったことで、どうしてもいい感情は持てそうになかった。






　帰りはごく順調だった。

　ブラーヴの怪我はすっかり治っており、リーファと馬医者に礼を述べ、今度はフェイの馬を預かってもらう。フェイにはベルトルドの後ろに乗ってもらって、野盗に襲われることもなく、無事ゼルジオスへと帰還した。

「お久しぶりです、殿下」

　戻ってすぐその足で、わたしたちはフェイを連れ、クラウディオのもとに向かっていた。

「よく来てくれた。父上がそなたの諫言を聞き入れなかったこと、ゼルジオス王家の者として謝罪する」

「勿体ないお言葉です」

「今の僕はまだ幼い。王としては力不足だ。ゆえに国のことはベルトルドに一任している。どうか彼を支えてやってほしい」

「ええ、もちろん」

　顔を上げ、彼はわたしたちの方を見て、にこっと笑った。

「ではさっそく、手始めにこの辺りを視察したいと思います。今日のところは近場だけで済ませますので、レオーネ姫をお借りしても？」

「……うん？　構わないが、なぜレオーネを？」

　当然、クラウディオが怪訝な顔をする。

　わたしはフェイがまた妙なことを言い出さないかハラハラしていた。ようやくゼルジオスの人々と打ち解けたのに、変な誤解をされたくない。

「私は武術がからきしでして。治安はだいぶ落ち着いたとは聞いておりますが、まあ用心棒ですよ」

　しかし彼が述べた理由は当たりさわりのないもので、ひとまずはほっとする。しかし、クラウディオはまだ腑に落ちないという顔をしていた。それはそうだろう。その流れならベルトルドに頼む方が自然だ。それは当然フェイもわかっているようで、補足する。

「ベルトルドは王都崩壊から不眠不休が続いたそうではありませんか。彼には今後もゼルジオス復興の要となっていただかなくてはなりません。休めるときに休むべきでしょう」

「まあ……それはそうだが」

「ねえ、ベルトルド。構いませんよね？」

　わざとらしいくらい満面の笑みを、今度はベルトルドへと向ける。

「好きにしろ」

　ぼそり、と無表情でベルトルドが答え、またクラウディオが「ん？」というように片眉を動かす。それから、わたしとベルトルド、フェイを順番に見て、逡巡するように宙を睨んだのだが。

「……なるほど」

　ぼそりとそう呟いてから、最後にその目を私に向けた。

「ベルトルドがいいと言うなら僕にも異存はない。頼む、レオーネ」

「あ……はい。承知いたしました、殿下」

　クラウディオにそう言われてしまえば断れず、また断る理由もなく、退室するフェイの後について、部屋を出る。

　出る前にちらりとベルトルドの方を見たが、彼と視線が合うことはなかった。

「……正直、殿下にあまり期待はしていなかったのですが。なかなか聡明なお方のようです」

「不敬ですよ」

「これは失礼。私の知る殿下はききわけのない駄々っ子だったもので。まぁ、今よりも幼い頃でしたから無理もないことでしたね」

　立場上、諫めはしたものの。

　わたしが知るクラウディオも、駄々っ子だ。わたしがここに来たときは、子犬みたいにキャンキャン吠えて噛みついてきた。しかしここ一年で驚くほど落ち着いた。ときおり、大人のような表情を見せるし、物言いもする。

　初めて会ったときはどうしたものかと思ったけれど、まだ八歳になったばかりであることを思えば、王族のさだめとはいえ過酷な境遇だと同情もする。

「レオーネ様！」

　はしゃいだ声に、ふと思考を中断する。駆け寄ってきたカーラは、しかし隣にいるフェイに気がついて、少ししり込みする様子を見せた。それでも、おずおずとわたしの近くまで歩いてくる。

「お帰りになったとお聞きして」

「ええ、つい先ほど。カーラは変わりありませんか？」

「はい！　……その、ベルトルド様は？」

「元気にしておりますよ。今は殿下のところにいます」

「良かった。レオーネ様は、どちらに？」

「わたしは……」

　視察に、と言いかけて、その前にフェイを紹介しておいた方がいいかと思い彼を見上げる。それを的確に汲んで、フェイは胸に手を当てるとカーラの前に進み出た。

「初めまして、フェイと申します。これからご厄介になりますので、レオーネ様に案内していただこうと思いまして」

「あ……レオーネ様の侍女の、カーラと申します」

　人見知りなカーラが、俯き加減でもじもじと名乗る。

「怪しい者ではありません。ベルトルドの旧友ですよ」

「ベルトルド様の……」

　それまでまともに視線を合わせられなかったカーラが、その一言で顔を上げてぱぁっと笑った。

「あ、お引き止めしてすみませんでした。いってらっしゃいませ、レオーネ様、フェイ様」

　そんなカーラに軽く手を振って、フェイがすたすたと歩き出す。

「いや、これは便利だ。こちらの方々の信頼を得るのに頭を使う必要はなさそうです。この雷名、存分に使わせていただきましょう」

　なんてずるい奴だ。わたしがこちらで信用を得るのにはかなり時間がかかったのに。

　もっとも、追放されたとはいえもともとゼルジオス国民だった彼と、元敵国のわたしとでは立場がまったく違うが。

「しかし、敵国から身一つで来た貴女はそうもいかなかったでしょう。どうやってみなと打ち解けたのか、その術をぜひご教授願いたいものです」

「世界一の策士が白々しいことを」

「そんな冷たいことをおっしゃらず。本気で気になっているのです」

「……正々堂々正面から。それだけです」

　しつこく食い下がられて、ありのままを答える。すると、フェイはぴたりと足を止めた。それから「あはははは」と実に楽しそうに笑い声を上げる。しかし、わたしが不審に思う前には、それを収めて再び歩き出す。

「まるでベルトルドの女版のようです」

「興味は失せましたか？」

「とんでもない。ますます興味が湧きます」

　視線だけでわたしを見て、にこにこと答える。

「さて、今度こそあなたの馬に乗っても？」

「街中を見てまわるくらいはできるでしょう。おとなしい馬を見繕ってきます」

「別に乗せてくれてもいいじゃないですか」

「ブラーヴが嫌だと言っているので」

「勇敢ブラーヴ、ですか。貴女の馬にぴったりの名前です。たしかに私には相応しくないようだ」

　ぴく、と彼の言葉が耳に留まる。

　ブラーヴはアルデーリアの古い言葉だ。頭が切れるだけでなく、よほど博識なのだろう。

　人柄としては苦手な部類だが、この男がゼルジオスをどのように導くのかには……正直興味がある。

「そうそう、レオーネ姫。ずっと言おうと思っていたのですが、私にももっと砕けて話して下さいませんか？　ベルトルドと話しているときのように」

「なぜです」

「その方が貴女らしい」

「お断りします。失礼ながら、そこまで親しい間柄ではないかと。あなただって敬語ではありませんか」

「私はこれが素ですから。それに、貴女はカーラさんにも丁寧な物腰だった。親しくない間柄には見えません。親しさで口調をわけているのではありませんよね」

「……ここで待っていてくれ。今馬を連れてくる」

　急に面倒くさくなって、ぞんざいにそう言い放つ。

「どうせわたしが従うまで屁理屈をこねくりまわすのだろう」

「私という人物をご理解いただけて嬉しく思います」

　……本当に、疲れる。






　ゼルジオスは、魔法の力で繁栄した国だった。

　しかし、禁呪による魔力の暴走で王都が消し飛んでしまった今、人々は魔法を使うことにあまり前向きではない。

　夜間照明だとか、生活用水だとか、そういう生活に必要な最低限のことのみ使用しているという感じだ。

　枯れた井戸を覗き込み、フェイが「ふむ……」と呟く。

「魔法の力は、完全に回復したわけではないようですね」

「わたしは魔法についてよくわからないが、そのようだ。だがそれ以上に、民が魔法を恐れているようにも感じる」

　この井戸は水脈と繋がっているわけではなく、以前は魔法の水が満ちているものだったようだ。だが、そこまでの魔法を使える者は、少なくともこのセヴァルにはいない。

「この井戸を常に清潔な水で満たせる者はいないが、水の魔法が使える者、火の魔法が使える者で助け合って生活している。それとアルデーリアからの支援でようやく安定したところだ」

「なるほど。ではとりあえず最初にやるべきことは決まりましたね」

　井戸から顔を上げ、あっさりとフェイがそう口にする。

「治水です。人々の生活から水は切り離せません」

「それは……そうだが。このまま魔法の力が安定していけば解決する問題では？」

「そうですね。いずれ民から魔法に対する恐れが消え、魔力が安定し、またこの井戸に水が溢れ、火を操り、再びゼルジオスが魔法王国として栄え、その力でもって他国を蹂躙するようになる未来がお望みでしたら」

　すっと、フェイが鋭い視線をわたしに向ける。

「失礼ながら、貴女はそうならないよう監視するため、ゼルジオスに嫁いだのではありませんか？」

「フェイ殿はなんでもご存知のようだ」

　その視線に、わたしも牽制を返しつつ、だが遠回しに肯定する。どうせこの男は欺けないだろう。

「アルデーリア国王とて、単に人助けのためだけに娘を差し出したりはしないでしょう。あとは、あわよくば魔法の力をアルデーリアの国益にできれば、そんなところですか？」

「それを知ってどうするつもりだ？」

「警戒する必要はありませんよ。ただ貴女の希望を知りたいだけです」

「だから、それはなぜだと聞いている」

「叶えたいからですよ、単に」

　あまりにもあっさりと、フェイが答える。

「アルデーリアの後ろ盾がなくとも良くなるまで復興したとしても、それだけではあなたがゼルジオスに来た意味がありません。ゼルジオスが復興することによってアルデーリアにも益がなければ」

「つまり、フェイ殿はゼルジオスを復興させた上で戦火の火種も潰し、アルデーリアの国益も考えると」

「他には何かありますか？」

「……貴方が只者ではないことは承知しているが」

　こほん、と仕切り直すように咳払いを挟んで、続ける。

「あまり大口ばかり叩いては、逆に信憑性がなくなるのでは？」

「おっしゃる通りです。話を戻しましょうか。まず手始めに水路を作ろうと思います」

「かなりの重労働になる。ただでさえ人手不足だし、生活を魔法に頼っていたゼルジオスの民が納得するだろうか」

「そのあたりは、ベルトルドや殿下も交えてお話しましょうか。私としては、もう少し貴女と二人きりで話していたいのですが」

「では帰るとしよう」

　彼の言葉の後半は綺麗に流して、わたしはブラーヴの手綱を取った。






「みなさんは、王都を吹き飛ばした禁呪についてどうお考えですか？」

　言葉通り、フェイは城に戻るとさっそくベルトルドとクラウディオを呼び、椅子に深く腰かけて、そう切り出した。

　最初にクラウディオが口火を切る。

「恐ろしい力だ。およそ人が手にしてよいものではないと思う」

　そう述べるクラウディオに、わたしとベルトルドもうなずいて同意であることを示した。

「そうですか。私もここに来る道すがら王都の有様を見たのですが。実は、私は素晴らしい力だと思いました」

「なんだと？」

　クラウディオが怪訝な声を上げ、私も同じような声色でそれに続く。

「平和が好きだと言っていたのに、ずいぶん物騒なことを言うのだな」

「物騒でしょうか？　私は争いに使いたいとは一言も言っていないのですが。例えばですが、開拓などに利用できればかなり人手を節約できるでしょう。うまく制御できればもっと色々なことに使えるかも。荒れた王都周辺の整備とか」

「だが、制御できなかったから悲劇が起きたのではないか」

「例えばの話ですよ。今惨劇の記憶がまだ新しいあなたたちは、禁呪を破壊の力だと、魔法は恐ろしいものだと捉えている。まずはその印象から変えねばなりません」

　まるで聴衆に演説でもするように、身振り手振りも加えながら、朗々とした声でフェイが話を続ける。

「せっかくの魔法の力。これからは奪い壊す力ではなく、ゼルジオスを守る力にするのです。そして民にとっては戦いのための力ではなく、生活のための力であることを徹底しましょう」

　彼の言うことは、たしかに理想的ではある。だけど、理想がすぎて実際のところはピンと来ない。それはベルトルドも同様だったようで、いつもより険しい顔で口を開く。

「それができればたしかに理想的ではある。各地を回って思ったが、魔法に対する恐怖心はあれど、生活面ではかなり魔法に依存している節がある。魔法を捨てて生きるのは難しいのではないかとは感じていた」

「それはそれは、もともと魔法が使えない私やあなたでは計り知れない困難さでしょうね」

　それはどうということのない相槌のように聞こえたが、ふと引っかかった。そういえばフェイが魔法を使うのは見たことがない。使わないようにしているのかと勝手に思っていたが。

　そして本当にただの相槌だったようで、それきりフェイは口を噤んだので、ややあって再びベルトルドが重い口を開く。

「正直、恐怖心を克服するのはさほど難しくないことだ。というか放っておいても時間と共に消える。喉元を過ぎた熱より、目の前の不便さの方が問題になる」

「ええ、だからこそ民の意識を変えるには今しかないのです」

　すると、今度はクラウディオが口を挟んだ。

「言いたいことはわかった。だが、具体的にどうするというのだ。魔法を禁じるというなら取り締まればいいが……」

　宙を睨みながら思案するクラウディオを見て、成長したなと一人内心で感動していた。ただフェイの言葉を待つだけでなく、自分でも考えようとしているのだ。それを、フェイが目を細めて見守っているのに気づいて、はっとする。

　さっきから、フェイは具体的なことを何も言わない。それにわたしも、たぶんベルトルドも多少苛ついていた。ヒントを小出しにして、まるで人を試すかのような言い方に。だけどそれは、きっとクラウディオに考えさせるためだ。

　正解だけ与えていれば、人は考えることをやめてしまう。とくに、絶対の正解を持つ者がそこにいるのなら。名高い策士なら、そんな人を腐るほど見てきたに違いない。

　わたしはまだこのフェイという男を信用できないが、フェイからしたってそうだろう。忘れていたが、ゼルジオス国民だったフェイから見ても、わたしは怨敵のはず。

　どう考えたって彼がわたしに惹かれるはずがないのだ。

　物言いはアレだが、彼がわたしを欲しいと言うのも、もしかしたらわたしを試すためなのかもしれない。

　ふと見れば、さっきまで険しい顔で口を挟んでいたベルトルドも、幾分か穏やかな顔つきで考え込んでいる殿下を見ている。それを見て、わたしも口元が緩みそうになるのを堪えた。

　そして、フェイが何を言いたいかも、すべてではないが、わかってきた。

「……取り締まる……そうか。基準を設けて取り締まればいいと言うことか？　例えば魔法で人を傷つけてはならない、とか……いや、そもそも魔法でなくとも人を傷つけてはならないか。曖昧すぎるな……」

「いえ、お見事です、殿下。何に、どのような目的で魔法を使うのか、それを厳しく定めていくということです。もっともその基準はおっしゃる通り難しい。それをこれから試行錯誤していきましょう」

　満足気ににっこりと笑い、フェイがそう述べる。その後は、なおも何か言いたげなクラウディオを制するように、「さて」と調子を変えて声を上げた。

「そろそろお昼です。今後のことは、食事をとってからまた改めて」

「待ってくれ。まだお前の考えを聞いていない」

「腹が減ってはいい考えは浮かびませんよ、殿下。もちろん、既に私にはいくつか策がございますが、食事をすればさらに良い考えが浮かぶやもしれません。というわけで一度失礼させていただきます」

「フェイ殿！」

　クラウディオを煙に巻いて退出しようとするフェイの腕を掴み、わたしはとっさに彼を呼び止めていた。

「おやなんでしょう、麗しのレオーネ姫？」

　しかし妙な呼称をされて、反射的にその腕を投げ捨ててしまった。そしてはっとする。

「し、失礼を」

「いえいえ。何かご用でしょうか？　共に昼食をというのなら歓迎いたしますよ」

「いや、そうではなく……これまでのわたしの態度にいささか非礼があったかと」

「ということは、少しは信用していただけたのでしょうか」

「まあ、少しは……」

　謝罪すべきかと思ったのだが、尻尾があったら振っていそうなくらい身を乗り出され、体が勝手にひいてしまう。色々考えていることはわかったが、それでもやはり苦手だ。

「それは重畳。あれしきのことで全幅の信頼を置かれてしまっては、私も拍子抜けしてしまうので」

　少しでも信頼を得られたことを喜ぶのかと思いきや、逆なのか。最初から思っていたが、自分の能力によほどの自信があるのだろう。

　閉口するところもあるが、頼もしいような気もしてきた。

「……あなたは、わたしを試しているのだろう」

「何の話です？」

「だから、試しているから、あのようなことを……」

「あのような……貴女が欲しいというお話ですか？」

　さらっと口に出されて思わず怯んでしまう。しかし、思わぬところから助け船が入る。

「何の話をしているんだ」

　見下ろすと、呆れたような顔でクラウディオがわたしとフェイを見比べていた。それから、ギロッとフェイを睨みつける。

「フェイ、あまり悪ふざけがすぎるとさすがに看過できないぞ」

「私はいつも本気なのですが……主の訓戒、しかと身に刻みましょう」

「で、レオーネ。ベルトルドがめちゃくちゃ険しい顔をして出ていったが、放っておいていいのか？」

「あ！」

　半眼でクラウディオが言うのを見て、慌てて部屋を見回すと、彼の言う通りベルトルドの姿が消えている。

　いや、別に聞かれて困る会話をしていたわけではないし、ベルトルドに限って変な誤解をしているとは思わないのだけど。

「早く追いかけた方がいいのでは？」

「いや……でも……」

　追いかけて何を話せば。

　フェイがわたしに言い寄るのは、おそらく試しているだけだから心配するなとか？

　フェイの力を借りるため合わせているだけで、わたしにその気はないとか？

　でも、もしベルトルドがそんなこと考えていなかったら。顔が険しいのは、今後のことを考えているだけだったら。

　まるきりわたしが馬鹿みたいじゃないか。

　そんな人の気も知らず、クラウディオはぐいぐいわたしの背中を押して、部屋から出しにかかってくる。

「でもも何もない。さっさと行け。お前らは少し自分勝手になるくらいで丁度いい」

「何をおっしゃるのですか、殿下。この身は殿下とゼルジオスのためにあるのです。それはベルトルドも同じ思いでしょう」

「僕だってそうだ。だが、お前たちが自らを犠牲にして尽くしたところでできることは知れている。自分に余裕がある方が、視野もできることも広がるんじゃないか」

「殿下……」

　クラウディオが急に大人びたことを言うので、考えていたことも忘れて、驚いて目を見張ってしまった。

「こ、子供が何を偉そうにと思っているんだろう。だが、これはお前たちに教わったことだ。僕だって王家の生き残りとして国のために尽くす覚悟くらいあった。だけど、どうして僕がこんな思いをしなきゃならないのかという気持ちもどこかにあって、思い通りにならないことにいつも苛々していた。だけどレオーネが来て、みなが僕の健康を案じ、学びの機会を与えてくれて、穏やかな日々をもたらしてくれたからこそ、僕は今心底みなの為に良き王になりたいと……」

　クラウディオの言葉を聞いているうちに、目の前が潤んできて、思わずぐす、っと鼻をすすってしまう。

「こ、これは失礼を……」

「な、何を泣いているんだ！」

「殿下がご立派になられたと。それに、殿下がそのようにお考え下さっていることが嬉しく……」

「う、うるさいうるさい！　いいか、お前もベルトルドもゼルジオスの民、いずれ王となる僕が民の幸せを願うのは当然のことだ！　いいから早く行け！」

　突然出会ったときの頃のように激しくまくしたてられ、蹴り出される勢いで部屋を追い立てられた。

　とにかく、クラウディオがああ言うくらいだから、様子はおかしかったのだろうとベルトルドを探す。だけど部屋にはいなかった。城の中を探しても見つからず、裏に回ってようやく見つける。

「……昼だから解散と言ったのに、何をしているんだ」

　素振りをしている彼に声をかけると、ピタ、と剣が止まる。まだ散会になってからそこまで時間も経っていないのに汗だくになっている。

「道中少しゆっくりしすぎて、体が鈍ってしまった」

　まるで言い訳でもするような彼に、ハンカチを差し出しながら、溜め息をつく。

「嘘をつけ。暇を見ては何かしら鍛錬していただろう」

　思わず突っ込んでしまってから、はっとわたしは口元を覆った。

「あ……もう旅から戻ったのですから、態度を改めなければなりませんね」

「やめてくれ。あいつとは親し気に話していて、俺にはよそよそしくされたら、さすがに腹立たしい」

「え……」

　あいつ、とはフェイのことだろうか。いや、他にいないだろうけれど、親し気に話していたつもりはないので一瞬本気でわからなかった。ベルトルドの方もはっとしたようで、気まずそうに剣をおさめる。

「いや……これではまるで嫉妬しているようだ。そうではなく俺は……」

　言いかけて、そのまま言葉を止める。そして、ややあって、彼は自分の手で汗を拭って、その先を続けた。

「……どう取り繕ってもただの嫉妬だな。すまない」

「い、いや。だが別に親しく話などしたつもりはないし、あなたにもよそよそしいつもりなどなかった」

「わかっている。理由はちゃんと聞いた。理解もしている」

　違う。その理由は、嘘ではないけど、ぜんぶ本当でもない。

「……違う。ただわたしは……」

　妻として、ちゃんと振舞おうとして。そのせいで気負って空回りして。

　そのような浮ついたことを、今から一丸となって復興に向かおうとするときに果たして口にすべきなのだろうか。だけど変な誤解はされたくない。

「……もう少し待ってほしい。今はゼルジオスにとって大事なときなのに、他のことが考えられなくなってしまう……」

「ああ、君の言う通りだ。俺も、こんなときにどうかしていた。ゼルジオスはまだこれからだ。腑抜けないよう、気を引き締める」

　ふっと、ベルトルドが目を背ける。

「大丈夫。待つさ、いくらでも」

　だったら、ちゃんとこっちを見てほしい。笑ってほしい。

　だけど結局そんな我儘を口にすることもできない。でも、待つと言ってくれたのだから、わたしも信じて今は目の前のことに集中することに決めたのだった。









　フェイの行動は迅速だった。

　彼はまず、魔法の使用に制限をかけた。攻撃魔法を固く禁じ、その筆頭にあたる火の使用についてはことさら細かく基準を設け、それらを使用するのに国が発行する免許を必要とすることを義務付けた。

「水については、当面は現状を維持しますが、早急に水路を建設します。ただし、この工事には魔法を使います。なので差し当たって、それに役立ちそうな魔法を使える者を徴集し、土木事業者としての資格を与えます」

　つまり、今まではなんとなく誰もが魔法でやっていたことを職業として確立しようというわけだ。

　一方、水回り以外も生活基盤はほぼ他の国に倣って整える方針を打ち出し、その上で、照明用の灯りなどで魔法を使うことは柔軟に許可した。

　この取捨選択には、ゼルジオスの民でなく、もともと魔法の存在しない国で暮らしていたわたしの意見は大いに反映された。そして、それをゼルジオス全土に広く知らしめた。

　当然、言うほど簡単なことではない。

　魔法での生活が当然だったゼルジオスの民にとっては、元の暮らしを捨てることになる。それでも比較的順調にことが運んだのは、やはり王都崩壊の記憶が新しかったこと、二度とこのような悲劇を起こさないための変革だとフェイが強く印象づけたこと、そしてもう一つは、魔力による格差社会の上級にいた者は、皮肉なことにほとんど生き残っていなかったということだ。

　それでも、最初のうちはあちこちで問題が起きた。そのせいでベルトルドがまた不在がちになり、カーラはわたしのことを心配していたけれど、わたしは逆にほっとしているくらいだった。

　彼がいなければ、甘えずにすむ。それに、ベルトルドの代理を務めるのに忙しく、日々はそれなりに充実していたからだ。

　そうして、すれ違いの日々を送るうちに半年が過ぎようとしていた。

「フェイ殿。戻っていたのか」

　セヴァル城で彼の後ろ姿を見つけ、呼びかける。

「ええ。ベルトルドと会っていないのですか？」

「ああ……昨夜は水路でトラブルがあって、わたしもさっき城に戻ったばかりなんだ。ひとまず解決はしたが、セヴァルも人が増えた。もう少し大きな水源が必要になってくるだろうな」

「レオーネ姫がいて助かります。私もずっとゼルジオスで暮らしてきたので、魔法を使わない生活には馴染みがなくて。トゴクで色々学んでは来たのですけれどね。あそこは自然が多くて得るものが多かった」

「それでトゴクの山奥に？」

「まぁ、そんなところでしょうか。人と関わるのに疲れたというのもありますが」

　言葉通り、フェイは疲れたようにどこか遠くを見る目つきをした。そういえば少し痩せた気がする。

「元気がないように見えるが。ちゃんと休んでいるのか？」

「心配してくれるんですか？」

「あなたに倒れられたら困るので。この半年で、周辺の集落からセヴァルに移住する者、定住する旅人で、人口は倍以上になった。活気も段違いだ。アルデーリアからの支援物資もほとんど必要なくなった。あなたの手腕は賞賛せざるを得ない。フェイ殿、あなたは間違いなくこのゼルジオスになくてはならない人だ」

「お褒めに預かり光栄です」

「あまり嬉しそうではないな」

　尻尾を振って絡んでくるかと構えていたのだが、返ってきたのはそっけない返答だった。それはそれで調子が狂う。

「実を言うと、策の一つがうまくいかず、落ち込んでおります」

「フェイ殿ほどの名策士でもそんなこともあるのだな」

　ええまあ、と曖昧に相槌を打って、フェイがよろよろと歩き出す。それでも、名策士というところは否定しないのは、彼らしい。

「おまけにここのところ、ベルトルドと一緒に行動することが多く、ほとほと疲れてしまいました」

「……そういえば、二人はどういう知り合いなんだ？」

「そんなこと、ベルトルドに聞けばいいでしょう」

　さも嫌そうに吐き捨てるところを見ると、やはりそう仲が良いわけではなさそうに見える。

「別に、顔と名前を知っているくらいの間柄ですよ。昔から彼とは馬が合わないんです」

　中庭まで来ると、彼は日差しを避けるように隅の方に腰を下ろした。

「本当は激情家のくせして表には出さず、人に何を言われても顔色一つ変えずに黙々と努力を続け、ひたすらに真っ直ぐすぎて見ていて本当に疲れます」

　ぽつりぽつりと、フェイは語る。いつもにこにこしているその顔は、苦虫でも噛んでいるかのように渋い。だけど、なぜだろう。さも嫌そうに語るその様は、笑っているよりも楽しそうに見えた。

「……思ったのだけれど」

　フェイの前に立って彼を見下ろして、口を開く。

「なんだかんだ言って、フェイ殿は結構ベルトルドのことが好きなのでは？」

「なぜそう思うんです」

「悪口でも言っているような口調だったが、さっきのは全部長所ではないか？」

　ぽかん、と口を開けて、フェイがわたしを見上げる。それから、はぁ、とわざとらしい溜め息をついて再び地面に目を戻した。

「そういえば、貴女もそっち側の人でしたね……」

　それこそ、褒めているのか貶しているのかわからないのだが。

「まぁ、貴女たちは軍人です。ほんのわずかな感情の揺れで、ほんの一瞬の判断ミスで、多くの命を失いかねないギリギリの戦場で生きてきた人だ。それが日常だったのですから、そもそも感覚が違うんでしょうね」

「何が言いたいんだ」

「うーん……」

　フェイの言うことだ。何かしら意味があるのだろうけれど、彼の言い方はとにかく回りくどいのだ。ベルトルドも、彼のこういうところが仲良くなれなかった理由じゃないだろうか。

「……まぁ、だとするとやはり、日常を用意するしかないのでしょうかねぇ……」

　立ち上がって、フェイがぽんぽんと膝を払う。やはり何が言いたいのかまったくわからないのだが、それを問い詰めようとしたとき、俄かに城内が騒がしくなった。

「何かあったのでしょうか」

　フェイも気がついたのだろう。バタバタと行き交う警備兵の中にベルトルドの姿を見つけて、呼び止める。

「ベルトルド！　何かあったのか」

「レオーネ。……フェイも一緒だったのか」

　ベルトルドが足を止め、こちらに近付いてわたしたちを見る。それから一度開いた口を閉じ、通路の向こうに目をやって答える。

「南の集落から来たという者が殿下に会わせろと騒いでいるようだ。念のため殿下には部屋にお戻りいただき、警備を強化させた。今から対応に行くところだ」

「私も行きます。姫も一緒に来てくれませんか？　もし襲われたら、私は自分の身を守れませんので」

「……別に、構わないが」

　ベルトルドがいるのだから大丈夫だろうと思うのだが。どちらかというと二人のギスギスした空気の方が心配で、既に走り出しているベルトルドを追いかける。

　城を出ると、ぼろぼろの身なりをした若者が騎士たちに取り囲まれているのが視界に入った。

「お願いします、どうか殿下に！」

　興奮状態のようだが、傷を負っている。致命傷ではなさそうだが、顔は痩せこけ、だいぶ衰弱しているように見える。

「城主代理のベルトルドだ。私が話を聞こう」

「でも、ここに殿下がいると」

「殿下には私からお伝えする。だが、先に傷の治療を……」

　ベルトルドがそう言うと、若者がガシッとベルトルドの腕を掴む。兵士たちがばっと構えるが、ベルトルドは片手でそれを制止した。

「待ってくれ。ベルトルド……ベルトルド将軍。名前を聞いたことがある。どうか、どうか助けて下さい。集落が、野盗に襲われて……」

「わかった、助ける。場所は」

　呆れるほどに二つ返事で、ベルトルドが答える。すると、とたんに若者の両目からぼろぼろと涙が流れた。

「ここから、ずっと南……湖の傍……」

　そこまで喋ったところで若者が咳き込んで、わたしは近くの兵に声をかけた。

「治療士の資格を持った者を呼んできてくれ」

「はっ。既に他の者が呼びに行っておりますので、まもなく来るかと」

　そう話しているうちに、城下から若い女性がかけつけてきて、手を掲げる。すると淡い光が若者を包み込み、幾分か顔色が戻ってくる。

「相手の人数はわかるか」

「いつも、集団でやってきて……五十人はいると思います」

「南の方と言いましたね。正確には南東の、ルセノ平原の近くではありませんか？」

　フェイが進み出て、若者の顔を覗き込むようにして問いかけると、声は出さないものの彼は何度もうなずいた。「やはり」と呟いて、フェイがわたしとベルトルドを順に見る。

「あなた方、以前平原で襲われたと言っていたでしょう。あれから少し調べてみたのですが、やはりあの辺は野盗の巣窟になっているようですね。窃盗団と言ってもいいくらいの規模です」

「アルデーリアに応援を要請すべきか……」

　今セヴァルに、その規模を相手できるほどの力はない。何よりクラウディオの警護を手薄にもできない。

「どうか急いで下さい。やつらは定期的にやってきては略奪していく。馬も奪われ、年寄りを連れては逃げられない。もうこれ以上差し出せるものは何もないんです。だけど、それがわかれば殺されてしまうかもしれません」

「……拘束を解いてやれ」

　兵士たちが手を放すと、若者は使命を果たした安心感からか、糸が切れたようにその場にへたりこんだ。そして、そのまま気を失ってしまう。それを、ベルトルドが休ませるよう指示し、城内へと運ばれていった。

　それを見送りながら、ベルトルドが眉間に皺を寄せ、口元に手を当てて思案に耽る。

「この状況だと、応援を待っている余裕もなさそうだな」

　今から応援を要請しても、アルデーリアがその報を受け、部隊を編成し、こちらに到着するのを待って集落に向かうと考えると、一週間以上はかかってしまう。

「応援の必要はありませんよ」

　ふと、こちらの考えを見透かしたようにフェイが言う。

「いずれにせよ、大部隊で向かえば敵も警戒して身を隠してしまうでしょう。引き上げたあとで同じことをします」

「ではどうしろと？」

「私を誰だと思っているんですか？　世界一の策士がここにいるんですよ」

　……こういうときだけは、フェイのこの尊大な態度が心強く感じてしまうから困る。

「さぁ、忙しくなりますよ。湖の傍の集落、五十人規模の窃盗団。それにもう一つ……うまく運べば色んな問題が一度に解決できそうです」

















第五章　獅子たちの決戦












　その日のうちに作戦部隊がフェイによって編成され、明日の朝にはセヴァルを発つことになった。窃盗団およそ五十名に対し、こちらはフェイ、それにわたしとベルトルドを含めてたった二十人しかいなかった。しかも、そのほとんどが非戦闘員である。

「いいですか。表向きは水路建設のために湖へ向かいます。数日間現地で作業するものと思って充分な物資を用意して下さい。なるべく人目につくように」

「しかし、部隊が向かってくると窃盗団に知られれば、その前に集落を襲うのではないか？」

「普通に考えれば物資を狙ってきますよ。こちらは二十人程度。それも騎士団が来るのならともかく、作業員ばかりです」

「いくらわたしとベルトルドでも、集落の人々と作業員を守りながら戦い慣れしているだろう窃盗団五十人は厳しいぞ。それも推定だ。百人いないとも限らない」

「おや、私は守ってくれないのですか？」

　フェイが拗ねたような顔をして、わたしは眉を吊り上げた。

「冗談を言っている場合ではない」

「わかっていますよ。まず向こうについたら、水路建設をしているとみせかけ、まず避難壕を掘ります。そして集落の方々にはこっそりそちらに避難してもらいます。まぁ、住人は総勢五十人程度だそうなので日没には間に合うでしょう」

「だったらいっそ、セヴァルまで連れてきてしまった方が安全ではないか？」

「ゆくゆくはその方がいいかもしれませんが、さすがに今のタイミングでそこまで大がかりなことをすれば気づかれてしまう可能性が高いです。もし道中を襲われたら、それこそひとたまりもないでしょう」

　まあ、わたしが思いつくことくらい、フェイだって考えているだろうことはわかっている。

　だけど、集落についた後の具体的な策を一向に話さないため、落ち着かないのだ。

「あとは道すがら説明しましょう。とにかく今は集落に向かう準備を。できるだけ目立つように」

　フェイの指示のもと、城の前には大きめの荷馬車が数台用意された。そして、朝からずっとそれに物資を詰め込めるだけ詰め込んでいる。と見せかけて、並べ直したり、ときに空の木箱を交ぜたりして、さらにたくさん積んでいるように細工している。大がかりな治水工事と、新しい水路が建設されるという噂は、瞬く間にセヴァル中に広がった。行き交う旅人たちの耳にも入ったと思う。

「しかし、そううまくこれが敵に伝わるだろうか」

「伝わると思いますよ」

　間髪入れずにフェイが答える。

「いかに野盗の集まりといえど、それだけの規模の組織で統制が取れているなら、首領はそれなりに有能です。だとすれば、こんなカモを見過ごさないくらいの情報収集は積極的にしてますよ」

「なるほど……」

「とはいえ、伝わらなかったときのことも考えてはいますけどね」

「本当に、フェイ殿は恐ろしいな」

「こちらからすれば貴女たちの方がよほど。一騎当千の駒が二つもあれば策などいくらでも立ちます」

　そう言って、フェイが肩を竦める。

「なので、思う存分欲張らせていただきます。この作戦が成功すれば、ゼルジオスは大がかりな治水工事を数日で終わらせられるだけでなく、二十名でその倍以上の窃盗団を退けられることが証明されるわけですが。どうです？　アルデーリアにとって益になりそうでしょうか？」

　ならないわけがない。

　実益だけでなく、その力をアルデーリアが手にしたとなれば、無駄な戦も回避できる。この手札、父上とメルクリオならば、きっとうまく使いこなすだろう。

「それで、欲張りなフェイ殿の頭の中には、あとどのくらいの目論見があるんだ」

「そうですね。差し当たって、新たな水源の確保。集落の救助。窃盗団の捕縛。それとあなたの祖国への利益還元を除けば、ほんのあと二つほどですよ」

「あと二つもあるのか」

「ええ。今後のゼルジオスにとって、とても大事なことが」

　自信たっぷりにうそぶいて、にや、とフェイが笑う。いつものうさんくさいにこにこ顔ではなく、もっと質の違う笑み。獲物を捕らえた肉食獣の笑みだ。

　きっとこれが、この男の素なのだろう。






　翌日、荷馬車を引き連れ、わたしたちは例の集落に向けて出立した。

　幾度か休憩を挟みつつ、順調に森を抜けてから、野営用のテントを張る。作業員たちが照明用の灯りを作り、炊事用の種火を作る。

「便利なものだな」

　普段から目にしてはいるものの、こうして改めて見るとやはり魔法というのは便利だ。これだけの人数で野営をするというのにあっという間に準備ができてしまう。思わず感嘆の声をあげると、用意をしていた者がそれを聞きつけて顔を上げた。

「でも、以前は薪を用意する必要もなかったので、これでも手間なんです。今は火を点けることにしか魔法を使いませんから」

「そうか。では、不自由しているのだな」

「とはいえ、以前は魔力が強ければ徴兵され、弱ければ迫害されるような日々でした。それを思えば、多少不便でも私は今の方が良いです」

　そう言って、彼は頭を下げると、作業に戻っていった。

　和やかな雰囲気で食事が終わり、明日に備えてみなが眠りにつく。火の番は、ベルトルドとフェイ、それにわたしが交代で行った。道中襲われることも危惧していたが、旅路はいたって平和だった。もっともフェイは道中にはそうそう何もないと読んでいたようだったが。

「何度も同じ場所を襲っているなら、退路も手際も確立されているはず。わざわざこちらはその場所に向かっているんですから、出張ってきてリスクを増やすようなことはしないでしょう」

　しかし、やはり絶対はない。これが訓練された兵との道中であればともかく、非戦闘員ばかりなので、フェイのことを信用していないわけではないが肝が冷えた。

　それは到着してからもさして変わらない。

「……フェイ。道すがら話すと言っていたが、そろそろ到着するぞ」

　もう湖が見えてきている。焦れたようなベルトルドの態度も無理もない。

　着いてからの手筈を、わたしたちはまだ何も聞いていない。聞いてものらりくらりはぐらかされた。

「まさか何も考えてないわけじゃないだろうな？」

「そんなわけないじゃないですか。いくつか案はありますが、現地を見てみないことには私もその中でどれが最良か結論を出せないんですよ。ですが……」

　ややあって、集落も見えてくる。思ったよりもずっとひどい状態だった。家は半壊状態のものも多く、畑も荒れ、厩舎らしきものはぼろぼろに壊されて馬は一頭もいない。本気で廃村ではないかと思ったが、わたしたちが到着すると、わっと人が飛び出してくる。

「ああ、助けが来た！」

　縋るような目でそう叫ぶ者もいたが、何人かは失望した顔をしていた。こちらが大部隊ではないからだろう。

　そんな様々な様相を見せる中から、一人の女が血相を変えてまろび出てくる。

「あの人は無事ですか!?」

　おそらくは、助けを呼びに来たあの若者の身内なのだろう。今にも崩れ落ちそうな彼女を支えると、羽のように軽かった。

「無事ですよ。辛い思いをしましたね。もう大丈夫ですから」

「お願いします……！　あいつら何度もやってきては、略奪を繰り返して……直しても壊され、馬も奪われ、逃げることもできず、このまま死を待つしかないのかと……」

　そう言って泣く女性の姿を見ていると、胸が痛い。

「……フェイ殿」

「わかっています」

　いつになく神妙な顔で、フェイがうなずく。そして、人々の前に進み出た。

「みなさんのことは私が必ずお救いいたします。ただしそれには、みなさんの協力が不可欠です。どうか私の話を聞いていただけますでしょうか」

　住民たちに語り掛けるフェイの声色は、不思議と聞き入ってしまうような柔らかな音色をしている。取り乱していた者も、失望していた者も、いつの間にかフェイの話を聞いていた。

　しかし住民たちへの話が終わると、一転して彼の声は緊迫感を帯びた。

「急いで下さい。陽が落ちるまでに、すべての作業が完了するように」

　まず、村人の避難が優先的に行われた。手筈通りに作業員たちが避難壕を作り、そちらに誘導するのと入れ替わりに、わたしたちが村に入る。そして窃盗団を迎え撃つ準備をする。

　軽く辺りを偵察し、見張りがいないことを確認はしているものの、あまり目立たないよう慎重にことを運ぶ。これは住人が少ないことも幸いし、思ったよりも円滑に進んだ。

　あとは村の中、村の外に、フェイの指示通りに仕掛けを施す。

「やつらは十中八苦、今夜来るでしょう。情報は充分に撒いていますし、私たちが今日到着することは読めているはず。だとしたら、あとは待ったところで向こうに利益がありません。物資を消費される前に、奪えるだけ奪って安全圏に逃げたいはずですから」

　間もなく陽が落ちる。だが焦燥はあまりなかった。

　ベルトルドと二手に分かれて指揮にあたっていたが、とてもやりやすいのだ。各々の能力、人数、性格、それらすべて考慮しての人選なのだろう。時間がないとフェイは言ったものの、実際には余裕すらあった。ベルトルドの方を見ても、順調なのが傍目からでもわかる。

　陽が落ち切る前に、すべての準備は整っていた。あとは待つだけだ。

　それぞれが持ち場につき、わたしたちも待機する。

　今夜は月が明るい。

「襲撃にはもってこいの夜だな」

　ただ待つだけなのが暇になり、わたしは一緒に待機しているベルトルドに声をかけた。ここ数日、ろくに話もしていなかった気がする。だが返事がなくて、もう一度わたしは声をかけた。

「また怒っているのか？」

「ああ。……君にではなく、あいつにだが」

「フェイ殿か。聞きそびれていたが、二人はどういう知り合いなんだ？」

　結局フェイは曖昧にしか答えなかったし、ベルトルドに聞けと言われていたので、この折に聞いてみる。

「俺もあいつも魔法が使えず、歳も境遇も似ていたから、どちらからともなく声をかけた。だが昔から馬が合わなかった」

　やはりフェイと同じことを言う。もう少し詳しく聞きたくて、話を続ける。

「魔力が弱いだけで迫害されると聞いた。魔法が使えないということは、計り知れない苦労があったのだろう」

「前に少し話したが、魔力の強い者同士を結ばせてさらに力の強い子供を作るということがゼルジオスでは頻繁に行われていた。あいつ……フェイはそういう生まれだった。もともと妾の子ということで冷遇されていた俺と違い、期待されて生まれたのに、あいつは魔法を使えなかったんだ」

　意外な話に、わたしはベルトルドの声にじっと耳を傾けた。

「期待などされない方がずっとマシなのだと、あいつを見てて思った。だがあいつは、髪が真白くなるほど酷い扱いを受けていても、差し伸べた俺の手は叩き落としたな。仲は最悪だったが、おかげで絶対にあいつには負けないという思いで生き延びられた。慰め合うよりその方が良かったのかもしれんな」

　その声こそ淡々としていたし、月明りで表情が良く見えるが、とてもつまらなそうだった。それが、とても嫌そうにベルトルドのことを語っていたフェイの表情とぴたりと重なる。

「わかった。ベルトルドも、結構フェイ殿のことが好きだな」

「なぜそう思う」

「なんとなくだが」

　同じことを言ったときの返答がまったく同じで、笑ってしまいそうになった。

「……そうだな。嫌いではない。だが、今回の作戦には納得がいっていない」

「そうか？　わたしは感心したが」

「他のことはいい。だが、君をこの作戦に加えたことには、どうしても納得がいかない」

　俯いて、彼がまるで苦いものを吐き出すように呟く。

「君がどんなに強くとも、戦いに絶対はない。俺は戦場で俺より強い者を何人も見送った。前にも言ったが、俺が今ここにいるのは運でしかない」

　拳を握りしめ、彼の顔には珍しく激情のようなものが浮かんでいた。

「これだけは、私情を挟まずにいられない。そんな場所に君がいると思うだけで、俺は一人で万の兵に立ち向かうよりも恐ろしい」

「ベルトルド……」

「すまない。君にとっては不快な話かもしれない。君を信頼していないわけでもない。だが、自分でもどうにもできない」

　月が明るいから、よくわかる。

　ベルトルドの手は震えていた。それに気がついたとき、とっさにその手を掴んでいた。

「恐れる必要などない。わたしは死なない。絶対に」

　絶対はない、と口にしたベルトルドの前で、敢えてわたしはその言葉を使った。

「後ろにあなたがいるからだ」

　ベルトルドが目を見開く。その手から震えが消えたのを確認し、わたしはそっと手を放した。遠くの方で地鳴りが聞こえる。

「大丈夫だ。窃盗団ごとき、わたしとあなたの敵ではない」

「……ああ。そうだな」

　同様に、ベルトルドも立ち上がる。

「俺はどうやら、ごちゃごちゃと考えすぎていたようだ」

「わたしもずっとそうだったんだ。でも今こうして戦いを前にしたら、驚くほど冷静でいられる。だってそうだろう。戦場でよけいなことを考えては命取りだ」

「ああ。だから俺はもう、一つしか考えない」

　絶対の勝利を。

　戦場で考えることはそれだけのはずだった。だけど、彼はいともあっさりとそれを覆す。

「万の兵が来ても、君は俺が守ってみせる」

　ぽかんとするわたしに、ベルトルドが微笑む。

　守るだなんて初めて言われた。わたしは守られるようなお姫様じゃない。それよりも誰かを守れる、強い人間でありたい。ずっとそう思ってきた。なのに……

　存外、悪くない。

　地鳴りは、蹄の音は、もうすぐ近くまで迫っている。

　戦いの前に、こんな感情は相応しくない。その反面、今までで一番士気が高まるのを感じていた。剣を持つ手に、どこまでも力が漲った。

　黒い影は瞬く間に迫り、ずらりと集落を囲んだ。

　もうわたしに部下はいない。だけど、その前に立ちはだかっても何も怖くはない。

　万の兵よりも心強い男が、わたしの後ろにいるから。

「わざわざ出迎えてくれるとはありがたいね」

　先陣を切っていた男が、馬の上からわたしを見下ろす。体格だけならベルトルドにも引けを取らない。抜き身の刃のような闘気。今この瞬間でさえ、まともな隙はない。

　かなりの手練れだ。こいつが首領か。

「それで？　女一人で手を引くほどオレたちは甘くないぞ」

「もうこの村に差し出せるものは何もありません」

「嘘はよくない。デカい荷馬車がいくつもあるだろう」

「言ったはずです。お前たちに差し出せるものは何もない」

　馬上から舌打ちが降ってくる。次いで、下卑た笑い声も。ひとしきり笑ったあと、彼は身の丈ほどあろうかという巨大な斧を掲げて叫んだ。

「差し出せないなら、殺して奪うまでだ。行くぞ！」

　わああ、と気勢を上げ、馬に乗った窃盗団共がなだれ込んでくる。――今だ。そう思ったまさにその瞬間、後ろに控えていたベルトルドが叫ぶ。

「――炎よ、燃え盛れ！」

　その瞬間、勢いよく周囲で赤い炎が燃え盛った。たちまち炎を恐れて馬が嘶き、あちこちで叫び声が聞こえる。暴れる馬を制しきれず振り落とされ、はいつくばりながら逃げて行こうとする者、でたらめに武器を振り回すもの、いずれも混乱してまともな状態ではない。

　それもそのはずだ。まさか、今から蹂躙しようとしていた場所をこちらが燃やすなどとは思っていないだろう。集落を燃やすのは気が引けたけれど、既にぼろぼろの状態で、いずれにしろ壊して建て直すしかないような状況だった。事前にフェイが住人たちを説得し許可も取っている。

　ともあれ、これでひとまず機動力は大幅に削げた。さらに追い打ちをかけるように、閃光が迸り、地面に穴を穿つ。

「ま、魔法だ！　ゼルジオス軍に魔法で攻撃されている！」

「馬鹿な！　今のゼルジオスにまともな軍隊などいない。魔法も管理され、魔法兵もなくなったはずだ！」

　騒然としたところで、ベルトルドの朗々とした声が辺りを通り抜ける。

「我らはゼルジオスの魔法兵団だ。主命により、貴様らを掃討する！」

　これで、完全に野盗たちの士気が折れる。

　――もちろん、ハッタリだ。

　あらかじめ、昼のうちに木を削って着火剤を作り、さらに持参した油をしみこませたものをあちこちに撒き、種火さえあれば一気に燃え上がるように仕込んでおいた。ベルトルドの呪文に見せかけた掛け声を合図に、潜んでいた作業員が着火して退避する手筈になっていた。

　光はただの照明用、地面が抉れたのは水路作業に使う、穴を掘るためだけの魔法。わたしとベルトルドの役割は、彼らが安全に退避するための補助。だが、この調子では思ったよりやることはなさそうだ。

　錯乱して襲い掛かって来る者もいるにはいるが、取るに足らない。目の前で叫びながら斬りかかってくる相手を軽く避け、その剣を持つ手を握ってそのまま地面に引きずり倒し、武器を奪って拘束する。全員うまく退避できたかと辺りを見回していると、ふと、首領らしき男が暴れる馬を捕まえるのが視界に入った。その他にも何人かが、炎を逃れて逃げ出そうとしている。

　考える前に、体が動いていた。

「待て、レオーネ！」

　少し離れた場所から、ベルトルドの声がする。だが、その姿は視認できない。

「ベルトルド！　あとを頼む！」

　このままでは見失う。駆け出しながら、指笛を鳴らす。

「ブラーヴ！」

　燃え盛る炎を恐れもせず、ブラーヴがわたしのもとに走り寄ってくる。さんざんゼルジオス兵の炎の中を共に掻い潜ってきた。この程度はわたしにもブラーヴにもどうということはない。

「ブラーヴ、いつぞやの雪辱、果たしてやろう！」

　集落を抜け、平原を真っ直ぐに走る。集落を離脱できた野党どもは、大体十人ほどだろうか。だが、これもフェイの想定内だ。

　火を、村のどこで、どのくらい燃やすかも絶妙に調整されていた。簡単には逃げ出せないようになっていたが、こちらも避難せねばならないので、完全に逃げ道は塞げない。もしそこを突かれて敵が馬で脱出してしまった場合、逃げられないように堀を作り、馬の進路を誘導できるようになっている。

　向こうもそれに気づいたのか、こちらを振り切れないと踏んだのか、途中でばらばらと馬を降り、林の中に入っていく。だが、その先は滝つぼだ。それもまた想定内。

　ただ、懸念すべき点は、思ったより人数が多い。脱出者はおよそ十人程度。それでも、そこまで減らせたならよしとするべきか。

　森が途切れ、開けた場所に出る。滝つぼを背に、首領らしき男と、残党が十二名。

「もうこれ以上逃げ道はないぞ」

「吠えるね。この人数をお嬢さん一人でどうにかできるとでも思っているのか？」

　敵の首領が、手にした戦斧を肩に担ぐ。

「無論だ。しかし、できれば一騎打ちを勧める」

「はっ。やっぱりできねぇんじゃねえか。一対一なら勝てると思っているのも笑えるが、それを受けてオレに何の益があるんだ」

「貴様が部下の命を失わずに済む」

　真顔で述べたわたしに、首領の顔から笑みが消える。

「なんだって？」

「この人数差ではさすがに手加減まではできない。だから命の保証はできない。だが貴様が一人ではわたしに勝つ自信がないというなら致し方ない。無益な殺生は本意ではないが、まとめて相手をしよう」

　ここまで言えば、そろそろ相手のこめかみに青筋が立つ頃だろう。

　フェイほど口がうまいわけではないが、こういう局面の立ち回りにおいてなら、彼よりも場数は踏んでいる。ある程度統率の取れている組織のボスならば、ここで引いては部下に示しがつかないだろう。今後の指揮にも影響が出る。

「いいだろう。お前らは手を出すな。だがこの女が逃げないように退路を塞げ」

　指示されて、野党どもがわたしたちを囲むように陣取る。

「オレは相手が女でも手加減はしねぇぞ」

「だから、手加減するのはわたしの方だと言っている」

　ぶちり、とこめかみの青筋が切れた頃だろうか。わたしの挑発をまともに受けて、首領が抱えていた戦斧を構える。

「オレも女をなぶり殺すのは趣味じゃねぇんだがな」

「そういうことは一発でも当ててから言うんだな。でないと、部下の前で恰好がつかないぞ」

　――騎士団の標準装備は、大体の国において剣か槍だ。もしくは弓。ゼルジオスのような特殊なところはまた別だが、それを含めても、斧を相手に戦った経験はあまりない。だが、形状を見れば戦い方はおのずと絞られる。

　あれだけの大きさなら重量もかなりのものだろう。加えてあの体格、一撃当たればそれで終わりだ。だが、それも当たればの話だ。

「うおおおおお！」

　裂帛の気合と共に、首領が戦斧を振り被る。だがここまで大振りだと、避けるのも容易い。

　かといって、即座に勝負を決められるほどわたしが有利な立場かといえば、そうでもない。相手の一撃を避けて繰り出したわたしの剣は、澄んだ音を立てて首領が腕につけた籠手に弾かれた。

　相手も馬鹿ではない。初手で仕留められないことなど想定内だろう。籠手、胴に胸、脛といった狙われやすい場所、致命傷に繋がる場所は防具で固めている。

「なかなか速いようだが、いつまで避け続けられるかな」

　つまり、体力と気力の勝負になる。それはいささか分が悪い。

　当たれば即死の武器を、いつまで集中力を保って避け続けていられるか――この威力なら掠っただけで致命傷だ。続けざまに、二撃目、三撃目が来る。大振りであることに変わりはないが、この重量の武器を扱っているにしては充分に速い。さすがは一組織の首領を張っているだけはある、というところか。

　だが所詮それだけだ。

「ぐうっ！」

　四撃目には、防具の継ぎ目にわたしの剣が届く。致命傷にはならないが、これを繰り返していれば勝てる。

「たしかにわたしは貴様に体力で劣る。だが、それだけの武器を振り回していたら、消耗するのも早いだろう。無駄に怪我をする前に投了するのを勧める」

　間合いを取って、そう告げる。

「心を入れ替え、罪を償うのなら、命までは取らない」

「随分な綺麗ごとを吐く。貴様は騎士か？　貴族か？　オレはそういった高みから見下している奴らの吐くことは二度と信じないと決めている」

　今のは挑発するつもりではなかった。失言だった。

　メレネスでは、王侯貴族を優遇して民が飢えているという。それが彼らを捻じ曲げてしまった。だからできることなら穏便にすませたかったのだが、逆効果だったようだ。

「貴様らも裏切られることを知ればいい。おまえら！　全員でこの女を始末するぞ！」

　首領が叫び、取り囲んでいた野盗たちが、それぞれわたしに向かって剣を構える。

　たぶん、もう彼らに言葉は通じない。それにはもう、時期が遅い。だとしたら、わたしにできることは一つしかない。

「わかった。受けて立つ」

　剣を構え直し、周囲を牽制する。そして息を吸う。

「わたしはアルデーリアの――いや、ゼルジオスのレオーネ。死を恐れぬならかかってこい！」

　その口上を皮切りに、一斉に野盗どもが斬りかかってくる。だが、それと同時に走る、もうひとつの影があった。

　呻き声と共に二、三人の野盗が倒れ、その影がわたしの背後に立つ。

「――遅い！」

「すまない。怪我はないか」

「あるわけないだろう。そっちの首尾は」

「全員片付けてきた。問題ない」

　一騎打ちを仕掛けたのも、無駄であろう説得も、ぜんぶ時間稼ぎにすぎない――万の兵にも等しい援軍を待つための。

　斬りかかってくる野盗の剣を受け流し、急所を外して切り払う。もう後ろを気にする必要はない。前だけ見ていれば事足りる。たちまちのうちに十二人の野盗たちは、わたしたちの足元に転がった。

「舐めるなァ！」

　首領が、両手で斧を振り被る。そちらに向かって構えたわたしを押しのけて、ベルトルドはあろうことか避けるのではなく、真正面から距離を詰めていく。

「ベル――」

　悲鳴が零れそうになった。だが、敵が斧を振り下ろすことは叶わなかった。斧の刃の付け根に、ベルトルドが左腕を差し入れて止めている。そうして相手の動きが止まった隙に、剣の柄つかを相手のこめかみに沈ませた。首領の体が崩れ落ち、ついでガランと大きな音を立てて、戦斧が地面に転がる。

　やはり、こういう戦い方を見ると、叶わないと思う。絶対にわたしが真似できない、その体格を活かした戦い。わたしならば刃の付け根まで手が届かないし、受けたところで腕ごと体を潰されている。

　とはいえ、いくらベルトルドでも、勢いが乗った斧を腕で止めれば骨折していてもおかしくない。

「ベルトルド。腕、怪我しているだろう。手当てを――」

「君も怪我をしている」

　駆け寄ったわたしの頬に手を当てて、ベルトルドが悲痛な声を上げる。たしかに、触られたとき微かに痛んだけれど、その程度。ただの切り傷だ。

「こんな傷など、どうということはない。それより、腕の手当が先だ！」

　そう叫ぶわたしの体を、ベルトルドが抱き締める。もがいてもまったくびくともしないような力で。

「無事でよかった。やはりこんなことは、もうなしにしてほしい。俺の寿命がもたない」

　これだけ強く抱くことができるなら、折れてまではいないだろう。諦めて、わたしもその背に手を回す。

「あなたはいつも窮地に来てくれる。まるで物語に出てくる騎士のようだ。こんな気分が味わえるなら、守られるお姫様というのもなかなか悪くない」

「そういう君は、物語の姫のようにおとなしく守られていてはくれない。とんでもない姫君に惚れてしまったものだな」

「後悔したか？」

「いや、ほっとした。そんな君を守れるのは、世界で俺しかいなさそうだ」

　彼の肩越しに見上げた空は、満点の星空だった。

　疲れたし、あちこち痛い。だけど、平和な観光地で見上げる星空よりも、ずっと今夜の方がわたしの心に残るだろう。






　それからはとんとん拍子にことは運んだ。

　策のためとはいえ集落を燃やしてしまったため、住人たちはそのままセヴァルへと移住することになった。もともと半壊状態だったし、事前に許可はとっていたものの、住処を離れなければならないのは苦痛だったかもしれない。

　そんなわたしの心配は杞憂に終わり、住民全員がそのままセヴァルで暮らすことを希望した。というのも、もともと集落の者たちも、魔法の力に長けなかったため都市部を追い立てられ、外れで暮らさざるを得なかっただけだからである。

　事後処理が落ち着くと、作戦成功の労をねぎらい、セヴァル城ではちょっとした宴が催された。

「ベルトルドはこういうところ、気が回りませんからね」

　そう言ってフェイが上機嫌で酒をあおる。だが、わたしにはまだひとつ、気になることがあった。

「フェイ殿。以前あなたは、わたしたちに明かした以外に二つ目論見があると言ったな。一つは人員不足の一端を窃盗団で補充しようということだったのだろう」

　首領を捕えたことで、ルセノ平原に残っていた他の窃盗団の面子も全員大人しく投降していた。その数は百名を超え、彼らは今後主に荒れた北の地での労役に当たることになっている。

「ええ、その通りですよ」

「もう一つは？」

「わかりませんか？」

　問いを問いで返されたものの、いくら考えても皆目見当がつかない。

「まぁ……正直言いますと、思うほどうまくいかず、まだ作戦続行中なんですが」

「そんなに難しい事案なのか」

「ええ、まったくもって難しい……おっと」

　持っていた酒のジョッキを横取りされ、フェイがそちらを見上げる。

「いい加減人の妻に言い寄るのはやめてもらおうか、セルフィノ。そろそろ目障りだ」

「おや、ようやく素が出てきましたね、ベルトルド。遅い遅い。なんて火付きの悪い男だ」

　空になった手をひらひらと振って、フェイが茶化すような声を上げる。それを見下ろしながら、ベルトルドが奪った酒を一気にあおる。

　珍しく、彼は怒った顔をしていた。もう殺気と呼んでもいいほどの敵意をもろにフェイにぶつけている。酔っているのだろうか。いや、浴びるほど飲んだあの夜だって、そんな様子はなかった。

「さあせっかくですから、昔のあなたのあれやこれやをお話しするとしましょうか」

「お前がそれを言うか？　そんなネタならこちらにだっていくらでもあるぞ」

「別に私は既に印象最悪ですから、そんなに困らないですが。ねえ、レオーネ姫」

「はあ……」

　本当にまったくもって困っていないところを見ると、やっぱりこの人がわたしに言い寄ってきたのは、何か裏があってのことなのだろうな。

　それはそれとして、ベルトルドの過去のあれこれというのは気になる。

「こいつは真面目そうに見えるけど、意外とそんなことないですからね。だからちょっとつつけばすぐ燃えると思ったのに、恋が人を変えるというのはどうやら真実のようだ」

「力づくで黙らせるぞ」

「昔のベルトルドの話、わたしは聞いてみたいが……」

　本当に実力行使に出ようとしているベルトルドを止めたかったというわけではないが。気になるので言ってみると、ピタリと彼の手が止まる。

「でしょう？　だからほら。私と二人きりであちらで飲みません――」

「フェイ」

　さりげなく肩を抱こうとするフェイの手をわたしが叩き落とす前に。

　いつの間にか傍に来ていたクラウディオが、思い切りフェイの服の裾を引く。

「だから、やりすぎだと言っている」

「そうはおっしゃいますが、殿下。やりすぎなくらいじゃないと、この二人は動かないではありませんか」

「思い通りにならないからといって投げやりになるな。天才策士の名が泣くぞ」

「殿下、私は天才などと囃されて、少し自らを過信しすぎていたようです。やはり、人の心だけは思うようにはいかぬものですね」

　袖口を目元に当てるフェイを見て――それが嘘泣きだとは明白なのだが――クラウディオは溜め息をついて背伸びするとポン、と彼の肩を叩いた。

「わかったわかった。泣き言なら僕が聞いてやるから、そろそろ夫婦水入らずにしてやってくれ」

　我が主は、どうやら世にその名を轟かす天才策士までをも従えてしまったようだ。

「というわけでフェイは預かっていく。今宵は功労者を労う宴だ。お前たちが主役なんだから、ちゃんと楽しむんだぞ」

　そう言うと、クラウディオはフェイをひきずり、城の方へ消えていった。ぽかんとそれを見送っていると、ふいに、ドォンと大きな音がする。見上げると、夜空に色とりどりの光の花が舞っていた。

「……これは、魔法の光か？」

「夕方、フェイがこそこそやっていたのはこれだったのか」

　次から次へと夜空を彩る光は見事なものだ。戦場では幾度となく苦しめられた魔法の力だが、今は見る人の目を楽しませている。空を見上げる誰の顔にも笑顔がある。

「なんだかんだ言って、フェイ殿はやはりすごいな。大口ばかり叩く男だと思っていたが、結局すべて実現してしまった」

「……彼の方が良くなったか？」

「また嫉妬しているのか？」

　それは、ほんの冗談だったのだけど。

　見上げた先で、光の花に照らし出された彼が本当に拗ねたような顔をしていたので、思わず噴き出してしまった。

「なんだ……？」

　自覚がないのか、笑い出したわたしを見て、ベルトルドが怪訝な声を上げる。

「いや。随分表情が豊かになったものだと思って」

「そんなに変な顔をしていただろうか」

「変じゃない。それにわたしは、もっと色んな表情が見たい。もっとあなたのことが知りたいんだ」

　フェイが言っていた彼の過去も。今までどう生きてきたかも。

「君が思っているような人物ではないかもしれないぞ」

　少し、困ったようにベルトルドが呟く。

　ああ……そうか。

　わたしは、知られるのが怖かったんだ。わたしたちは互いをよく知らないまま、夫婦になってしまったから。一緒に過ごすうちに、もし思っていたような人物ではないと知られてしまったら、心が離れてしまうのではないかと不安で、表に出せないでいた。だけどそれは間違いだった。

「ベルトルド」

　改めて名を呼ぶと、彼も改まったような顔をする。わたしが少し思いつめたような顔だったからかもしれない。

「わたしは、実は結構臆病なんだ。怖がられないように言葉を丁寧にしてみたり、嫌われないように合わせてみたり、取り繕っていることも多いんだ。あなたはそれを配慮と呼んでくれたけれど、そう綺麗なものじゃない。それに気づかれることが、わたしはずっと怖かったんだ」

　それでも、わたしに背を向けていった人たちはいる。仕方のないことだと思って済ませてきたのもまた、自分が傷つかないためだったのかもしれない。

　わたしは初めから、自分が思うほど強くはなかった。

「でも今は、知ってほしいと思う」

　まだ少し怖くはある。でもわたしは、知らなかったベルトルドの一面を知るほどに、嬉しいと感じていることに気がついた。だから、知りたいと思う気持ちの方が、今はずっと大きい。

「もしわたしが、あなたが思うように強くはなくて、弱くて狡い人間だったとしても……」

「構わない。どんな君でも」

　最後まで言い終える前に、ベルトルドが即答する。やっと言えた。だけど安堵する暇もなく、抱き寄せられて、とっさにその手を抜けようともがいてしまう。だけど、彼は放してはくれなかった。

「ちょっ……こんなに人がいるところで……」

「みんな空を見てる。誰も見てない」

　ベルトルドの手が頬にかかり、顔が近づく。

「待ってくれ。心の準備が」

「待たない」
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　とっさに叫んだわたしの要望は、あっさりと取り下げられる。

「少し前まで、いつまでも待てると思っていた。君が傍にいるだけで充分だと。焦って余裕のない男だなどと思われたくないと、俺も自分を取り繕っていた。だが、あいつのせいで思い知った。君ほど魅力的なひとを、周囲だって放っておかないと。気を抜いていたら誰に攫われるかわからないと。どうやら俺は、自惚れて油断していたらしい」

　そのとき、ふと気づいてしまった。フェイの仕掛けた最後の策に。それにかかってやるのは多少癪な気もしたけれど、それもすぐにどうでもよくなってしまう。

　頬に触れる手に手を重ね、目を閉じる。

　遠く空の上で、絶えず光の花の弾ける音がしていた。







了
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